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CHALLENGE DAY

空き缶積み上げ大会
参加チーム募集
チャレンジデー当日の午後7時から山陽ふれあい
公園総合体育館で開催。
●1チーム3～4人（男女年齢不問）。ただし、20

歳以上の大人が監督として１人必ず入ること。
●競技時間は10分間一発勝負です。

チャレンジデー当日は、運動する人を応援する
ため、市内の体育施設などが無料になります。
対象施設など詳しくは折り込みのチラシをご覧
ください。

目指せ！ 参加率60％超え！ ＜チャレンジデー＞

5
28

ス
ポ
ー
ツ
の
力
で
ま
ち
を
元
気
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
に
今
年
も
参
戦

　

５
年
目
の
挑
戦
と
な
る
チ
ャ
レ
ン
ジ

デ
ー
。
勝
利
を
目
指
し
て
、
今
年
も
や
り

ま
す
。

　

今
年
の
実
施
日
は
５
月
28
日
㈬
。
午
前

０
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で
の
間
に
、
市
内

で
15
分
以
上
の
運
動
を
し
た
人
を
数
え

て
、
人
口
比
（
参
加
率
）
を
競
い
ま
す
。

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は

「
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
誰
で
も
」。
市

内
で
運
動
を
し
た
人
な
ら
、
誰
で
も
参
加

で
き
ま
す
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
に
限
ら
ず

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
へ
の
参
加
を
意
識
し
て

体
を
動
か
せ
ば
、
全
て
「
運
動
」
と
み
な

し
ま
す
。
つ
ま
り
、
ペ
ッ
ト
の
散
歩
や
家

事
、
農
作
業
も
、
ど
れ
も
参
加
者
と
し
て

名
乗
り
出
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

日
ご
ろ
運
動
が
十
分
で
き
て
い
な
い
人

は
、
こ
の
日
を
き
っ
か
け
に
運
動
を
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
。
運
動
を
習
慣
に
す
る
こ

と
は
、
私
た
ち
の
健
康
に
つ
な
が
り
ま
す
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
私
た
ち
が
運
動
を

す
る
こ
と
は
、
赤
磐
市
の
健
や
か
な
ま
ち

づ
く
り
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
私
た
ち
全

員
が
運
動
を
習
慣
に
し
て
、
元
気
な
赤
磐

市
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
、
事
前
に
実
施
状
況
を
把
握
す

る
た
め
、
実
施
宣
言
カ
ー
ド
を
使
い
ま
す
。

カ
ー
ド
は
、
こ
の
広
報
あ
か
い
わ
に
折
り

込
ん
で
い
ま
す
。
参
加
す
る
人
は
、
カ
ー
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①お手元の実施宣言カードに必要事項を記入。

②記入が済んだら最寄りの回収箱へ投かん。

③あとは当日、楽しく運動をするだけ！

カードを提出したが当日運動できなかった、提出を
忘れていたという人は集計本部へご連絡ください。

☎0800-200-7477
※この番号はチャレンジデー当日（午前6時～午後9

時30分）だけ利用できる集計本部の仮設電話番号
です。おかけ間違えのないようにご注意ください。

富山県南
な ん と

砺市
　南砺市は、富山県の
南西部に位置し、総面
積は668 .86㎢。その
うち約8割が白山国立
公園などを含む森林
であるほか、岐阜県境
に連なる山々に源を発
して庄川や小矢部川の急流河川が北流するなど、豊かな
自然に抱かれ、独自の風土に根ざした歴史や文化を育ん
できたまちであり、水田地帯の中に美しい「散居村」の風
景が広がる、独特の集落景観を形成しているまちです。
　また、南砺市は地域の連帯感が強く、チャレンジデーに
合わせて行われる各種イベントには、多くの市民が参加。
参加率も平均50％越えを誇り、チャレンジデー参加は今
回で10回目と強豪です。

今年の対戦相手は…

これまでの戦績
４年間を振り返って…

第1回（2010年） ： 対戦相手／石川県津幡町
赤磐市（参加率37.0％） 津幡町（参加率60.5％）

第2回（2011年） ： 対戦相手／秋田県仙北市
赤磐市（参加率33.8％） 仙北市（参加率45.4％）

第3回（2012年） ： 対戦相手／北海道名寄市
赤磐市（参加率59.4％） 名寄市（参加率58.9％）

第4回（2013年） ： 対戦相手／茨城県行方市
赤磐市（参加率50.2％） 行方市（参加率45.6％）

参加した人の中から抽選で
100人に南砺市のお土産が当たります！

皆さんぜひチャレンジデーに
参加しください。

参加方法もカンタン！

ド
に
運
動
す
る
人
の
人
数
や
運
動
内
容
な

ど
を
記
入
し
、
市
内
各
所
に
設
置
さ
れ
た

回
収
箱
に
投
か
ん
し
て
く
だ
さ
い
。
カ
ー

ド
を
提
出
し
た
人
は
基
本
的
に
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
デ
ー
の
当
日
運
動
し
た
と
み
な
し

ま
す
。
当
日
は
、
実
施
宣
言
を
し
て
い
な

か
っ
た
人
と
、
運
動
で
き
な
か
っ
た
人
だ

け
、
上
記
の
集
計
本
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
３
度
目
の
勝
利
を
目
指
し
て
企
業

や
自
治
会
、
グ
ル
ー
プ
な
ど
で
運
動
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
く
は
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
（
☎
９
５
５
︲
０
７
３
８
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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2月27日に開会した赤磐市議会定例会で、
友實武則市長が、平成26年度の施政方針
を述べました。
昨年4月17日の就任から１年を迎えようと
する中で、初めて編成した当初予算案の内
容など、市政運営の基本的な考え方や重要
施策について表明。ここでは、その中のうち
4つの重点施策について主な内容をお伝え
します。

私
は
市
長
就
任
以
来
、
私
が
生
ま
れ

育
っ
た
赤
磐
市
を
笑
顔
の
あ
る
ま

ち
に
す
る
た
め
、３
つ
の
「
あ
ん
し
ん
」
と
、

２
つ
の
「
す
こ
や
か
」
を
目
標
に
掲
げ
、

今
ま
で
の
行
政
の
継
続
性
に
も
配
慮
し
な

が
ら
、
新
し
い
風
を
吹
き
込
み
、
市
政
を

運
営
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
３
つ
の
「
あ
ん
し
ん
」
と
２

つ
の
「
す
こ
や
か
」
の
継
続
的
推
進
を
図

り
な
が
ら
、
特
に
平
成
26
年
度
に
、
市
が

直
面
す
る
課
題
や
将
来
の
発
展
に
向
け
優

先
的
に
取
り
組
む
べ
き
事
業
を
重
点
施
策

と
し
て
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
子
ど
も
は
赤
磐
の
宝
」
と
い
う
認
識
を

持
ち
、
学
力
向
上
や
生
徒
指
導
を
重
点
的

に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
ず
、
学
力
向
上
へ
の
取
り
組
み
と
し

て
、
学
力
向
上
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基

づ
き
、
教
育
委
員
会
事
務
局
に
「
学
力
向

上
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
を
配
置
す
る
な
ど
学

習
指
導
体
制
を
充
実
し
ま
す
。

　

同
時
に
、
学
校
内
へ
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

を
導
入
し
た
り
、
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
学
習
支
援
員
を
配
置
し
た
り
し
て
、

〝
わ
か
る
授
業
〟
を
推
進
し
な
が
ら
、
小
学

校
に
お
い
て
は
35
人
学
級
を
推
進
す
る
な

ど
、
落
ち
着
い
て
学
習
が
で
き
る
よ
う
教

育
環
境
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

　

一
方
、
生
徒
指
導
へ
の
取
り
組
み
と
し

て
、
不
登
校
対
策
を
推
進
し
ま
す
。
専
門

家
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
招
く
と
と
も

に
、
学
校
相
談
員
に
気
軽
に
相
談
で
き
る

よ
う
、
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
を
設
け
る
予

定
で
す
。

　

ま
た
、
規
範
意
識
向
上
の
た
め
、
警
察

と
連
携
し
た
非
行
防
止
に
努
め
る
と
と
も

に
、
適
応
指
導
教
室
に
つ
い
て
も
指
導
相

談
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
青
少
年
健
全
育
成
を
赤
磐
警

察
署
と
連
携
し
て
行
う
「
赤
磐
も
も
ち
ゃ

ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、
児
童
生
徒
の
安
全
安

心
の
た
め
の
不
審
者
対
応
モ
デ
ル
校
事
業

に
も
取
り
組
み
、
発
達
障
害
の
可
能
性
の

あ
る
児
童
生
徒
に
対
す
る
特
別
支
援
教
育

や
、
放
課
後
子
ど
も
教
室
な
ど
地
域
と
と

も
に
学
習
支
援
が
で
き
る
体
制
づ
く
り
に

も
力
を
入
れ
ま
す
。

市長
施政方針

重
点
施
策
①

教
育
改
革

平成26年度

友實武則  市長
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①医療と福祉のあんしん
・７月から新診療所で診察を開始し、訪問介護ステーションも開設する予定
・「赤磐市の医療体制の将来を考える懇談会」などを開催し、地域医療につい

ての方向付けを行う
②子育てと教育のあんしん

・養育支援訪問事業を開始し、専門的相談と支援を行う
・「子ども・子育て支援事業計画」を策定し、多様な子ども・子育て支援の量的

拡充と質的改善を図る
③生活環境のあんしん

・４月から本稼働する環境センターが、安全かつ安定的に稼動できるよう全力
を挙げて対応する

・最終処分場建設は、説明責任を果たしながら進めていく
・赤坂地域の下水道を早期着手するため、計画認可区域に一部を編入した
・生活交通は、ニーズに合った運行を心がけていく

①産業振興で経済がすこやかに
・農業従事者の確保、耕作放棄地の防止・解消や農地の集積、有害鳥獣対策に

努める
・特産品を広くＰＲしていく

②市民サービス、行政運営をすこやかに　
・「財政健全化アクションプラン」に基づき、足腰の強い持続可能な財政構造

の実現に取り組む

平成26年度 市長施政方針

　

赤
磐
市
は
米
や
果
樹
の
栽
培
に
適
し
た

地
域
で
あ
り
、
特
に
モ
モ
や
ブ
ド
ウ
は
全

国
的
に
有
名
で
す
。
こ
れ
ら
の
産
地
の
維

持
を
し
っ
か
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

農
業
従
事
者
の
確
保
は
重
要
で
あ
り
、

市
内
に
あ
る
岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ
ン

タ
ー
や
農
業
大
学
校
と
の
連
携
に
よ
り
、

高
度
な
栽
培
技
術
の
後
継
者
へ
の
伝
承
を

図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
生
産
に
欠
か
せ
な
い
農
地
に
つ

い
て
は
、
国
の
農
地
中
間
管
理
機
構
の
制

度
を
活
用
し
な
が
ら
、
耕
作
放
棄
地
の
防

止
、
解
消
や
農
地
の
集
積
に
努
め
ま
す
。

　

農
作
物
に
被
害
を
及
ぼ
す
有
害
鳥
獣
に

つ
い
て
は
、
個
体
数
削
減
の
た
め
の
補
助

金
な
ど
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

　

米
に
つ
い
て
は
、
赤
磐
市
は
優
良
酒
米

の
産
地
で
あ
り
、
現
在
、
市
内
に
は
５
つ

の
日
本
酒
の
酒
蔵
と
、ワ
イ
ナ
リ
ー
や
ビ
ー

ル
の
醸
造
所
も
あ
り
ま
す
。
昨
年
12
月
に

は
乾
杯
条
例
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ら
を
含
め
た
赤
磐
製
品
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て

い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
独
立
行
政
法

人
日
本
貿
易
振
興
機
構
（
ジ
ェ
ト
ロ
）
と

連
携
し
、
海
外
も
視
野
に
入
れ
た
Ｐ
Ｒ
活

動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
生
産
に
と
ど
ま
ら
ず
「
農

業
の
６
次
産
業
化
」
に
向
け
た
取
り
組
み

も
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　

企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
企
業
の
災
害

回
避
や
リ
ス
ク
分
散
の
動
き
が
活
発
化
し

て
い
る
中
、
赤
磐
市
の
特
徴
で
あ
る
自
然

災
害
が
少
な
い
こ
と
、
交
通
の
結
節
点
と

し
て
の
機
能
、
豊
か
な
労
働
力
や
優
れ
た

住
環
境
を
力
い
っ
ぱ
い
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

き
ま
す
。

　

あ
か
い
わ
山
陽
総
合
流
通
セ
ン
タ
ー
の

早
急
な
誘
致
完
了
を
目
指
す
と
と
も
に
、

市
内
に
多
く
あ
る
誘
致
に
適
し
た
地
域
に

つ
い
て
は
、
農
業
の
振
興
を
図
り
豊
か
な

自
然
を
守
り
な
が
ら
、
開
発
関
連
法
に
基

づ
き
誘
致
に
向
け
た
環
境
づ
く
り
を
行
い

ま
す
。

　

赤
磐
市
が
平
成
27
年
３
月
７
日
に
市
制

施
行
10
周
年
を
迎
え
る
こ
と
を
契
機
に
、

赤
磐
市
が
未
来
へ
向
け
て
発
展
し
て
い
く

出
発
点
と
し
て
、
市
の
良
さ
を
広
く
内
外

へ
ア
ピ
ー
ル
し
、市
民
相
互
の
交
流
を
図
っ

て
い
く
た
め
の
継
続
的
な
啓
発
を
行
い
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
こ
れ
ら
の
重
点
施
策
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
私
の
政
治
姿
勢
と
し
て
の

｢

対
話｣

と｢

現
場
主
義｣

を
引
き
続
き
唱

え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
の｢

対
話｣

を
大
切
に
し
、

｢

現
場｣

で
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
と
話
し

合
い
、
互
い
に
理
解
し
合
っ
て
物
事
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

重
点
施
策
②

産
業
振
興

重
点
施
策
③

企
業
誘
致

重
点
施
策
④

市
制
10
周
年
記
念
事
業

３つの「あんしん」

2つの「すこやか」
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平
成
26
年
度
予
算
が
、
３
月
定
例
議
会
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
予
算
総
額
は
、
一
般
会
計
、

特
別
会
計
お
よ
び
公
営
企
業
会
計
を
合
わ
せ
て

３
１
４
億
４
５
９
２
万
円
で
、対
前
年
度
比
５
・

２
％
の
減
で
す
。

　

一
般
会
計
の
総
額
は
、
１
７
９
億
５
６
４
１

万
円
で
、
ご
み
処
理
施
設
建
設
事
業
な
ど
の
大

規
模
事
業
の
完
了
に
よ
り
、
対
前
年
度
比
９
・

２
％
の
減
で
す
。
こ
の
予
算
は
、
総
合
計
画
や

行
財
政
改
革
大
綱
実
施
計
画
を
踏
ま
え
た
上
で

「
財
政
健
全
化
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
に
よ
る

経
常
経
費
の
削
減
に
努
め
る
一
方
、
市
が
直
面

す
る
喫
緊
の
諸
課
題
や
将
来
の
発
展
に
向
け
優

先
的
に
取
り
組
む
た
め
、「
教
育
改
革
」、「
産

業
振
興
」、「
企
業
誘
致
」、「
市
制
施
行
10
周
年

記
念
事
業
」
の
４
つ
を
重
点
課
題
推
進
事
業
と

し
て
位
置
づ
け
、
優
先
的
に
予
算
計
上
し
て
い

ま
す
。（
そ
の
他
の
主
な
事
業
は
９
ペ
ー
ジ
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
）

　

市
の
財
政
は
、
中
長
期
的
な
財
政
見
通
し
と

し
て
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
生
産
年
齢
人
口
の

減
少
や
地
価
の
下
落
な
ど
税
収
に
及
ぼ
す
課
題

に
加
え
、
合
併
に
よ
り
特
別
に
加
算
さ
れ
て
い

る
地
方
交
付
税
が
平
成
27
年
度
か
ら
段
階
的
に

減
少
す
る
な
ど
、
歳
入
面
で
厳
し
い
財
政
運
営

に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
も
、「
赤
磐
市
総
合

４
つ
の
重
点
施
策
を

推
進
す
る
た
め
の
予
算
編
成

一般会計の内訳歳入

市税
44億4,000万円

（24.7%）

地方譲与税等
8億390万円（4.5%）

県支出金
12億6,207万円

（7.0%）

市債
12億7,480万円
　（7.1%）

国庫支出金
15億9,262万円

（8.9%）

地方交付税
69億4,300万円

（38.7%）

分担金および負担金
2億4,820万円（1.4%）

使用料および手数料
2億2,865万円（1.3%）

繰越金3億円（1.7%）

繰入金5億7,533万円
（3.2%）

その他2億8,783万円
（1.6%）

歳  入
179億

5,641万円

自主財源 60億8,001万円
依存財源 118億7,639万円

平
成
26
年
度

市
税
／
市
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動

車
税
な
ど
皆
さ
ん
か
ら
の
税
金
。

分
担
金
お
よ
び
負
担
金
／
市
が
実
施
す
る

特
定
の
事
業
の
受
益
者
な
ど
か
ら
負
担
を

い
た
だ
く
お
金
。

繰
越
金
／
前
年
度
の
決
算
上
の
剰
余
金

使
用
料
お
よ
び
手
数
料
／
市
の
施
設
の
利

用
料
や
戸
籍
・
住
民
票
の
証
明
手
数
料
な

ど
。

繰
入
金
／
基
金
（
市
の
貯
金)

か
ら
繰
り

入
れ
る
お
金
。

地
方
交
付
税
／
一
定
の
行
政
水
準
を
確
保

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
市
の
財
政
状
況

に
応
じ
て
国
税
の
一
部
か
ら
交
付
さ
れ
る

お
金
。

国
庫
支
出
金
／
特
定
の
事
業
の
経
費
に
充

て
る
た
め
、
国
か
ら
支
出
さ
れ
る
補
助
金

な
ど
。

市
債
／
財
務
省
、
地
方
公
共
団
体
金
融
機

構
な
ど
か
ら
の
資
金
調
達
の
た
め
の
借
入

金
。

県
支
出
金
／
特
定
の
事
業
の
経
費
に
充
て

る
た
め
、
県
か
ら
支
出
さ
れ
る
補
助
金
な

ど
。

地
方
譲
与
税
等
／
地
方
譲
与
税
や
地
方
消

費
税
交
付
金
、
自
動
車
取
得
税
交
付
金
な

ど
国
税
、
県
税
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
。

歳
入
の
種
類

自主財源／地方自治体が自主的に収
入できる財源。
依存財源／国や県の意思により定め
られた額を交付されたり、割り当てら
れたりする収入財源。

赤
磐
市
の
予
算

広報あかいわ（平成26年5月号） 6



計
画
」
に
掲
げ
る
「
人
〝
い
き
い
き
〟
ま
ち
〝
き

ら
り
〟」「
活
力
あ
る
、
住
み
よ
い
、
住
み
た
い
、

赤
磐
市
」
の
実
現
を
目
指
し
、
足
腰
の
強
い
財

政
基
盤
を
築
く
た
め
の
財
政
健
全
化
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
喫
緊
の
諸
課
題
に
し
っ
か
り
取

り
組
み
ま
す
。

一般会計の内訳（性質別）歳出

人件費
40億370万円
（22.3％）

公債費
22億8,801万円

（12.7％）

扶助費
33億9,723万円

（18.9％）
物件費

26億5,046万円
（14.8％）

補助費等
12億9,916万円

（7.2％）

普通建設事業費
15億4,124万円

（8.6%） 繰出金
25億9,463万円

（14.4％）

その他
7,387万円（0.4％）

維持補修費
1億811万円

（0.6%）

義務的経費 96億8,894万円
消費的経費 40億5,773万円
投資的経費 15億4,124万円

会　計　名 予算規模

一般会計 179億5,641万円

特別会計 123億4,206万円

国民健康保険
特別会計 56億1,051万円

後期高齢者医療
特別会計 4億9,287万円

介護保険特別会計 39億8,731万円

訪問看護ステーション
事業特別会計 3,524万円

簡易水道特別会計 2億2,997万円

下水道事業
特別会計 19億873万円

宅地等開発事業
特別会計 3,350万円

竜天オートキャンプ場
特別会計 1,348万円

土地取得特別会計 1,814万円

財産区特別会計 1,232万円

公営企業会計 11億4,745万円

水道事業会計 11億4,745万円

合計 314億4,592万円

※会計ごとに四捨五入しているため、
　合計金額と相違しています。

■会計別予算規模

人
件
費
／
職
員
の
給
与
や
、
非
常
勤
特
別

職
の
報
酬
な
ど
の
経
費
。

扶
助
費
／
生
活
保
護
法
、
児
童
福
祉
法
、

老
人
福
祉
法
等
に
基
づ
い
て
、
被
扶
助
者

に
対
し
て
生
活
を
維
持
す
る
た
め
に
支
出

さ
れ
る
経
費
。

公
債
費
／
市
が
借
り
入
れ
た
地
方
債
に
対

す
る
元
金
と
利
子
の
償
還
金
な
ど
。

物
件
費
／
消
費
的
性
質
を
持
つ
経
費
で
、

賃
金
、
光
熱
水
費
、
通
信
運
搬
費
、
消
耗

品
費
な
ど
。

補
助
費
／
各
種
団
体
へ
の
補
助
金
、
一
部

事
務
組
合
へ
の
負
担
金
、
企
業
会
計
へ
の

補
助
金
な
ど
。

維
持
補
修
費
／
市
が
管
理
す
る
公
共
施
設

や
道
路
な
ど
を
維
持
す
る
た
め
に
支
出
さ

れ
る
経
費
。

普
通
建
設
事
業
費
／
道
路
、
橋
り
ょ
う
、

学
校
、
庁
舎
な
ど
施
設
の
新
増
築
な
ど
に

か
か
る
経
費
。

繰
出
金
／
一
般
会
計
と
特
別
会
計
ま
た
は

特
別
会
計
相
互
間
で
支
出
さ
れ
る
経
費
。

介
護
保
険
法
等
の
各
個
別
法
に
基
づ
き
、

制
度
的
に
一
般
会
計
か
ら
の
負
担
が
予
定

さ
れ
て
い
る
も
の
、
地
方
公
営
企
業
法
等

に
基
づ
き
、
制
度
的
に
一
般
会
計
か
ら
の

負
担
が
予
定
さ
れ
て
い
る
も
の
、
収
支
不

足
の
補
て
ん
に
よ
り
支
出
さ
れ
る
も
の
に

区
分
さ
れ
ま
す
。

性
質
別
歳
出
の
種
類

※表示単位未満四捨五
　入のため、積み上げが
　合計と一致しない場合が
　あります。

歳  出
179億

5,641万円

義務的経費／歳出のうち、その支出が制
度的に義務づけられ任意に削減すること
が困難な経費で、人件費、扶助費、公債
費の3つ。
消費的経費／支出の効果が、当該支出
年度または極めて短期間で終わるもの
に支出される経費で、物件費、補助費、維
持補修費等。
投資的経費／支出の効果が、資本形成に
向けられ、施設などのストックとして将来
に残る経費で、普通建設事業費、災害復
旧費など。

その他　　 26億6,850万円
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議
会
費
／
議
会
の
活
動
に
か
か
る
経
費
。

総
務
費
／
総
合
計
画
策
定
、
財
産
管
理
、

統
計
、
税
の
課
税
や
徴
収
な
ど
の
事
務
に

か
か
る
経
費
。

民
生
費
／
高
齢
者
、
身
体
障
害
者
、
児
童

な
ど
を
対
象
と
し
た
福
祉
事
業
に
か
か
る

経
費
。

衛
生
費
／
病
気
予
防
の
た
め
の
各
種
検

診
、
ご
み
処
理
や
環
境
対
策
な
ど
に
か
か

る
経
費
。

農
林
水
産
業
費
／
農
林
水
産
業
の
振
興
や

農
・
林
道
の
整
備
な
ど
に
か
か
る
経
費
。

商
工
費
／
商
工
業
の
振
興
、
観
光
事
業
に

か
か
る
経
費
。

土
木
費
／
道
路
、
公
園
、
河
川
の
整
備
、

都
市
計
画
な
ど
に
か
か
る
経
費
。

消
防
費
／
火
災
予
防
や
消
火
・
救
急
救
助

活
動
な
ど
に
か
か
る
経
費
。

教
育
費
／
小
中
学
校
、
幼
稚
園
、
生
涯
学

習
活
動
、
図
書
館
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
な
ど

に
か
か
る
経
費
。

公
債
費
／
市
が
借
り
入
れ
た
市
債
の
元

金
・
利
子
お
よ
び
一
時
借
入
金
利
子
を
返

済
す
る
た
め
の
経
費
。

目
的
別
歳
出
の
種
類

【 議 会 費 】 4,399円

【 総 務 費 】 5万667円

【 民 生 費 】 12万4,932円

【 衛 生 費 】 4万1,801円

【農林水産業費】 2万3,185円

【 商 工 費 】 3,664円

【 土 木 費 】 3万3,675円

【 消 防 費 】 1万5,568円

【 教 育 費 】 4万9,686円

【 公 債 費 】 5万918円

【 そ の 他 】 1,113円

合 計 39万9,608円

■市民1人当たり予算額
一般会計の歳出額を平成26年3月の
人口44 ,935人で割ると、１人当たり
約40万円になります。

民生費 56億1,381万円（31.3％）

議会費
1億9,766万円

（1.1％）

公債費 22億8,801万円（12.7％）

衛生費 18億7,834万円（10.5％）

総務費 22億7,672万円（12.7％）

教育費 22億3,265万円（12.4％）

土木費 15億1,319万円（8.4％）

農林水産業費 10億4,182万円（5.8％）

消防費 6億9,957万円（3.9％）

商工費
１億6,465万円

（0.9％）

その他
5,001万円（0.3％）

一般会計の内訳（目的別）歳出

※
表
示
単
位
未
満
四
捨
五
入
の
た
め
、
積
み
上
げ
と
合
計
が
一
致
し
て
い
ま
せ
ん
。

４月から稼働した環境センター「エコプラザあかいわ」合計 179億5,641万円
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費 目 主 要 事 業 名 等 事 業 費 （ 万 円 ）

総 務 費

【重点】市制施行 10 周年記念事業（啓発など） 1,500

公聴広報事業 2,299

国際交流事業（海外訪問団派遣ほか） 442

市民バス運行事業 3,925

広域路線バス運行事業（宇野バス美作線減便対応） 1,716

行政推進事業 4,605

防犯対策事業（防犯灯維持管理、LED 工事など） 9,007

交通安全対策事業 364

民 生 費

敬老事業 1,798

老人保護措置事業（短期入所運営） 1,964

介護予防・生活支援事業（配食サービスほか） 1,038

障害者支援事業（地域活動支援センター運営など） 6,348

自立支援給付費事業（介護給付、訓練等給付） 61,509

心身障害者医療費 6,508

児童手当 76,025

児童福祉施設運営等（保育園運営など） 122,614

生活保護費 29,326

衛 生 費

母子保健事業（妊婦・乳児健診など） 4,425

健康増進事業（がん検診、特定健診など） 6,183

感染症予防事業（予防接種など） 10,721

乳幼児等医療費事業 21,351

病院事業清算事業 2,500

市環境センター施設維持管理事業 23,662

農林水産業費

【重点】産業振興（農業後継者育成補助など） 464

有害鳥獣対策事業（防護柵補助、捕獲補助） 3,225

人・農地プラン推進支援事業（新規就農支援など） 3,512

小規模土地改良事業（水路・農道改良など） 14,444

ほ場整備事業 5,170

治山林道整備事業 1,486

松くい虫等防除事業 3,292

商 工 費

【重点】産業振興（市外への魅力発信、知名度アップ） 334

【重点】企業誘致（パンフレット作成、工場等適地調査など） 880

商工振興対策事業（商工会補助など） 2,315

観光振興対策事業 1,936

土 木 費
道路維持管理事業（市道維持補修など） 10,613

道路新設改良事業 29,742

消 防 費
消防団関係費 7,289

各地区消防施設整備 3,786

防災費（自主防災組織活動支援など） 941

教 育 費

【重点】教育改革（学習支援員増員、ICT 機器購入、35 人学級対応など） 5,099

適応指導教室運営事業 557

学校施設改修事業 16,860

幼稚園建設事業（ひかり幼稚園） 20,479

史跡保存整備事業 892

B&G 海洋センター改修事業（プール改修） 9,008

ふれあい公園指定管理 9,642

公 債 費 元利償還金 228,801

平成26年度一般会計予算の主な事業
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市
は
、
こ
れ
ま
で
、
合
併
に
よ
る
地
方
交
付

税
の
加
算
や
合
併
特
例
事
業
債
と
い
っ
た
国
の

財
政
措
置
を
活
用
し
、
市
の
一
体
性
を
確
保
す

る
た
め
の
事
業
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

一
方
、
財
政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
入
金
に
依
存

し
な
い
持
続
可
能
な
財
政
構
造
の
実
現
を
目
指

す
た
め
、「
赤
磐
市
行
財
政
改
革
大
綱
」
を
策

定
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
維
持
に
配
慮
し

な
が
ら
、
事
務
事
業
の
見
直
し
、
組
織
・
機
構

の
見
直
し
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
行
財
政
改
革
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
平
成
25
年
度
か
ら
35
年
度

ま
で
の
財
政
収
支
を
見
通
す
と
、
平
成
34
年
度

に
は
収
入
不
足
が
見
込
ま
れ
ま
す
。（
表
１
参
照
）

　

こ
れ
は
、
歳
出
で
は
、
少
子
高
齢
化
に
伴
う

社
会
保
障
費
の
増
加
な
ど
の
影
響
が
大
き
く
、

歳
入
で
は
、
生
産
年
齢
人
口
減
少
に
よ
る
市
税

の
伸
び
悩
み
、
地
方
交
付
税
の
合
併
に
よ
る
加

算
の
段
階
的
縮
減
の
影
響
が
主
な
要
因
で
す
。

　

市
の
歳
入
の
３
割
以
上
を
占
め
る
地
方
交
付

税
は
、
平
成
17
年
度
か
ら
の
10
年
間
は
、
旧
４

町
の
算
定
額
と
同
額
が
保
障
さ
れ
て
き
ま
し

た
。

　

平
成
27
年
度
か
ら
は
、
こ
の
額
が
段
階
的
に

縮
減
さ
れ
、
平
成
32
年
度
に
は
、
平
成
26
年
度

と
比
較
し
て
、
約
20
億
円
も
の
歳
入
が
減
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
要
因
に
よ
り
、
市
の
貯
金
に
あ

た
る
財
政
調
整
基
金
は
、
平
成
33
年
度
に
は
残

高
が
４
億
円
と
な
り
、
ほ
ぼ
底
を
つ
い
て
し
ま

う
見
込
み
で
、大
変
危
機
的
な
状
況
で
す
。（
グ

ラ
フ
１
参
照
）

　

平
成
27
年
度
か
ら
の
地
方
交
付
税
の
縮
減
を

間
近
に
控
え
、
平
成
34
年
度
に
は
財
源
不
足
に

陥
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
が

早
急
に
取
り
組
む
べ
き
具
体
的
方
針
を
定
め
た

「
財
政
健
全
化
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
２
月

に
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
中
で
、
平
成
26
年
度
か
ら
28
年
度
ま
で

の
明
確
な
数
値
目
標
と
し
て
、
①
平
成
28
年
度

末
時
点
で
経
常
収
支
比
率
90
％
以
下
、
②
一
般

財
源
ベ
ー
ス
で
６
億
円
の
行
財
政
改
革　

と
い

う
２
つ
を
設
定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
目
標
達
成
に
向
け
、
早
急
に
取
り

厳
し
い
財
政
見
通
し

合
併
に
よ
る
加
算
が
終
了
し

地
方
交
付
税
が
段
階
的
に
減
額

明
確
な
数
値
目
標
を
目
指
し
て

行
財
政
改
革
を
実
施

区 分 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 34年度 35年度
歳入合計 23,005 18,502 18,489 17,250 17,543 17,238 17,352 17,029 17,012 15,848 14,929

歳出合計 22,405 17,902 17,889 16,650 16,943 16,638 16,752 16,429 16,412 16,410 16,320

歳入歳出差引額※ 600 600 600 600 600 600 600 600 600 △562 △1,391

区 分 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 34年度 35年度

歳

入

地 方 税 4,528 4,557 4,442 4,444 4,446 4,329 4,316 4,302 4,200 4,274 4,260

地方交付税 7,405 7,319 7,178 6,702 6,280 5,912 5,439 5,173 5,026 5,002 5,042

繰 入 金 38 552 9 9 244 490 964 1,074 1,331 1,252 1,113

地 方 債 4,271 1,681 1,914 922 1,105 1,032 1,010 811 769 769 769

そ の 他 7,629 4,774 4,972 4,812 4,888 4,906 5,072 5,094 5,111 5,135 5,172

歳 入 合 計 23,871 18,883 18,515 16,889 16,963 16,669 16,801 16,454 16,437 16,432 16,356

歳

出

人 件 費 3,862 3,881 3,857 3,806 3,692 3,644 3,612 3,550 3,528 3,526 3,490

扶 助 費 3,311 3,336 3,319 3,317 3,333 3,300 3,280 3,256 3,238 3,215 3,211

公 債 費 2,177 2,302 2,154 2,202 2,271 2,141 2,057 2,011 2,013 2,020 1,925

補 助 費 等 1,705 1,191 1,174 1,146 1,198 1,217 1,234 1,211 1,238 1,211 119

繰 出 金 2,291 2,546 2,447 2,496 2,474 2,496 2,540 2,527 2,563 2,605 2,679

普通建設事業費 6,054 2,087 1,987 707 960 837 1,007 807 787 787 787

そ の 他 3,871 2,940 2,977 2,615 2,435 2,434 2,471 2,492 2,470 2,468 3,545

歳 出 合 計 23,271 18,283 17,915 16,289 16,363 16,069 16,201 15,854 15,837 15,832 15,756

歳入歳出差引額※ 600 600 600 600 600 600 600 600 600 600 600

※歳入歳出差引額の6億円について…年度末には、歳入歳出差引額として予算規模の3％（6億円）程度の剰余金が発生すると見込んでいます。
　また地方財政法により、剰余金の2分の1以上を基金に積み立てることが義務づけられているため、剰余金見込額の6億円のうち3億円程度
　の積み立てを毎年行う計画としています。

【表1】 アクションプラン実行前の財政見通し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位 ： 百万円）

【表2】 アクションプラン実行後の財政見通し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位 ： 百万円）

明
る
い
赤
磐
市
の
未
来
の
た
め
に

財
政
健
全
化
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定
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区 分 25年度 26年度 27年度 28年度 累計

①歳入の確保 10 14 20 34 78

②組織・機構の見直し 72 106 170 200 548

③事務事業の見直し 10 70 127 162 369

④公の施設の見直し 0 66 130 159 355

⑤企業会計・特別会計の経営健全化 0 26 57 62 145

年 度 別 計 92 282 504 617 1,495

【表3】 アクションプラン実行効果額 　　　　　 　　  　　       　　　　   （単位 ： 百万円）

※効果額は、平成23年度決算額対比で算出しています。

　

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
実
行
に
よ
り
、
将
来

の
財
源
不
足
に
一
定
の
改
善
が
見
込
ま
れ
る
も

の
の
、
財
政
調
整
基
金
の
残
高
は
、
平
成
29
年

度
か
ら
は
急
激
に
減
少
す
る
と
い
う
こ
と
に
変

わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。（
グ
ラ
フ
１
参
照
）

　

ま
た
、
経
常
収
支
比
率
は
、
平
成
29
年
度
以

降
は
再
び
90
％
を
超
え
、
市
が
自
由
に
使
え
る

財
源
が
さ
ら
に
少
な
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。（
グ

ラ
フ
２
参
照
）

　

将
来
も
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
を
維
持
し
て

い
く
た
め
に
は
、
従
来
の
〝
財
源
不
足
を
財
政

調
整
基
金
の
繰
入
金
で
補
う
〟
と
い
う
財
政
構

造
を
変
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

市
は
、
今
後
も
、
安
定
的
な
行
財
政
運
営
を

目
指
し
て
、
自
主
財
源
の
確
保
・
コ
ス
ト
削
減

な
ど
、
歳
入
・
歳
出
両
面
の
行
財
政
改
革
を
具

体
的
に
検
討
し
、
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

行
財
政
改
革
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
不
可
欠
で

す
。

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
情
報
の
共
有
を

図
り
な
が
ら
、
明
る
い
赤
磐
市
の
未
来
の
た
め

に
、
健
全
な
財
政
基
盤
の
確
立
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

安
定
的
な
行
財
政
運
営
を

目
指
し
て

【グラフ 1】財政調整基金残高

○経常収支比率とは
財政構造の弾力性を判断するための指標で、市税や普通交付
税など毎年経常的に収入される一般財源が、人件費・扶助費・
公債費などの毎年経常的に支出される経費にどの程度充当さ
れているかという割合を示すもの。この比率が高くなるほど自
治体の裁量で使える財源の余裕が少なくなることになります。
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【グラフ 2】経常収支比率

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35

■ 91.1 86.7 88.5 90.2 94.1 96.9 99.8 103.4 104.9 107.2 107.0 106.0

91.1 86.4 87.0 86.9 89.9 92.3 94.9 98.4 99.5 101.8 101.7 100.7

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35

■ 47 52 56 60 59 54 46 34 20 4 0 0

47 57 64 72 77 78 76 69 62 51 42 34
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組
む
べ
き
５
つ
の
項
目
の
実
行
効
果
額
は
表
３

の
と
お
り
で
す
。
こ
れ
ら
を
達
成
す
る
こ
と
に

よ
り
、
財
政
見
通
し
は
表
２
の
よ
う
に
改
善
さ

れ
ま
す
。

○
一
般
財
源
と
は
…
市
税
・
地
方
交
付
税
な
ど

　

の
使
途
が
特
定
さ
れ
な
い
財
源
。

明
る
い
赤
磐
市
の
未
来
の
た
め
に

○財政調整基金とは
年度間の財源の不均衡を調整するために積み立てる貯金。決
算剰余金の1/2以上の額をこの基金に積み立てます。
また、予算編成段階で歳入が不足する見込みの場合、この基
金から繰り入れて歳入を確保し、予算編成を行います。

支払い先が決まっているお金
の比率が増えていきます。

市の貯金が急激に
減っていきます。
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情報ボックス
INFORMATION BOX

■赤磐市空き家情報バンクのしくみ

空
き
家
の
所
有
者

空
き
家
の
買
取
・
賃
借
希
望
者

赤 磐 市

宅 地 建 物
取 引 業 者

空き家の募集

空き家物件の
情報提供

空き家情報の公開

空き家の
問い合わせ

契約条件など
の詳細情報

交渉・契約

空き家物件の
媒介契約

買取・賃借希望者
情報の連絡

連　

携

※登録された空き家情報は、市ホームページのほか、
　住まいる岡山（http://www.ok-smile.jp/akiya/）でご覧になれます。

の
情
報
を
提
供
す
る
制
度
で
す
。

　

４
月
か
ら
登
録
で
き
る
空
き

家
が
市
内
全
域
に
な
り
ま
し
た
。

空
き
家
を
お
持
ち
の
人
、
こ
の

制
度
に
よ
る
登
録
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
親
戚
や
知
人
で
空
き

家
を
お
持
ち
の
人
、
空
き
家
の

利
用
を
希
望
す
る
人
へ
、
ぜ
ひ

こ
の
制
度
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
市
は
情
報
提
供
の
み

で
交
渉
へ
直
接
関
わ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
秘
書

企
画
課

　
赤
磐
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、

フ
ラ
ン
ス
人
を
招
い
て
サ
ロ
ン

（
交
流
会
）
を
開
催
し
ま
す
。
お

菓
子
を
食
べ
な
が
ら
皆
さ
ん
で

お
話
や
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
せ

ん
か
。
ご
家
族
、
ご
友
人
を
お

誘
い
合
わ
せ
の
上
、
奮
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
５
月
25
日
㈰

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

■
場
所
／
中
央
公
民
館
３
階　

第
３
会
議
室

■
定
員
／
20
人
程
度

■
参
加
費

•
会
員
…
無
料

•
会
員
以
外
…
３
０
０
円

※
小
学
生
以
下
無
料

■
申
込
期
限
／
５
月
12
日
㈪

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
本
庁

秘
書
企
画
課

　

い
ざ
と
い
う
と
き
に
大
切
な

人
・
大
切
な
命
を
守
る
た
め
に
、

日
ご
ろ
か
ら
適
切
な
応
急
手
当

て
な
ど
を
身
に
つ
け
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　

赤
磐
市
消
防
本
部
の
応
急
手

当
指
導
員
が
分
か
り
や
す
く
ご

説
明
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
年
齢
・

性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。
奮
っ
て

の
受
講
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
受
講
者
が
少
数
の
場
合
、
や

む
を
得
ず
中
止
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
５
月
25
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
正
午

■
場
所
／
赤
磐
市
消
防
署
東
出

張
所　
会
議
室

■
受
講
人
数
／
10
人
程
度

■
参
加
費
／
無
料

■
申
込
期
限
／
５
月
16
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
消
防

本
部
警
防
課
救
急
係

　

市
内
に
あ
る
空
き
家
を
有
効

活
用
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
本

市
へ
の
移
住
・
定
住
を
促
進
し
、

地
域
の
活
性
化
を
図
る
目
的
で
、

空
き
家
情
報
バ
ン
ク
制
度
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
市
が
空
き
家

に
関
す
る
情
報
を
集
め
、
空
き

家
の
利
用
を
希
望
す
る
人
に
そ

■電話番号一覧 ※情報ボックス内でお知らせする市役所関係の電話番号は下記のとおりです。

●本庁代表…………………☎ 955-1111

　▷秘書企画課……………☎ 955-2692

　▷くらし安全課…………☎ 955-2650

　▷市民課…………………☎ 955-1113

　▷環境課…………………☎ 955-5347

　▷社会福祉課……………☎ 955-1115

　▷健康増進課……………☎ 955-1117

●赤坂支所代表……………☎ 957-2222

　▷市民生活課……………☎ 957-2226

　▷健康福祉課……………☎ 957-4822

●熊山支所代表……………☎ 995-1211

　▷市民生活課……………☎ 995-1214

　▷健康福祉課……………☎ 995-1293

●吉井支所代表……………☎ 954-1111

　▷市民生活課……………☎ 954-1183

　▷健康福祉課……………☎ 954-1374

●教育委員会
　▷吉井Ｂ＆Ｇ海洋センター… ☎ 954-2323

●消防本部…………………☎ 955-2244

　▷警防課救急係…………☎ 955-2254

●
募
集

救
命
講
習
へ
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

救
命
の
主
役
は
あ
な
た
で
す
！

●
募
集

空
き
家
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

●
募
集

国
際
交
流
サ
ロ
ン

参
加
者
募
集 

〜
フ
ラ
ン
ス
〜
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ー

市
政
情
報

◎市役所関係の問い合わせ先などの電話番号は、12ページの電話番号一覧をご覧ください。

 事　業　名  内　　　　容  開催日・受付時間
特別健康相談

 （要予約）
エイズ、クラミジア、梅毒、Ｂ型肝炎、Ｃ型
肝炎に関する相談および採血検査 毎月第2・4木曜日  9:30～11:30

骨髄バンク登録
 （要予約） 登録受付および採血 毎月第2・4木曜日  9:30～11:30

心の健康相談
 （要予約）

うつ、認知症、アルコール・薬物などの依
存症、ひきこもり、その他の心の健康な
どについての精神科医などによる相談

毎月第2木曜日  13:30～14:30

毎月第4金曜日  13:30～14:30

思春期の心の健康相談
 （要予約）

思春期・青年期の心の健康および精神科
医などによるひきこもりの相談

随時実施（予約時に相談日時を調
整します）

子どもの発達支援相談
 （要予約）

身体および精神面で経過観察を必要と
する乳幼児の専門的な診察および相談

6月、9月、12月、2月の第3金曜日
13:00～15:00

病態別栄養相談
 （要予約）

糖尿病、腎臓病、肝臓病などの食事療法
の相談

随時実施（予約時に相談日程を調
整します）

※心の健康相談は、上記以外でも随時受け付けます。

平成26年度 備前保健所東備支所の相談事業

備前保健所東備支所
（岡山県東備地域事務所１階）

 和気町和気 487-2 ／ ☎ 0869-92-5180 ／ FAX 0869-92-0100

■
日
時
／
５
月
21
日
㈬

　
午
前
10
時
〜
正
午

　
午
後
１
時
〜
３
時

■
場
所
／
産
業
会
館
２
階　

ふ

る
さ
と
交
流
室

■
相
談
員
／
岡
山
東
年
金
事
務

所　
年
金
専
門
官

※
相
談
は
完
全
予
約
制
で
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
相
談
時
間

を
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

■
予
約
受
付
窓
口
／
本
庁
市
民

課
国
保
年
金
班

　
「
法
務
局
登
記
官
」
と
「
土
地

家
屋
調
査
士
」
が
、
境
界
に
つ

い
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
ご
相
談
に

お
答
え
し
ま
す
。

■
日
時
／
５
月
27
日
㈫　

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
場
所
／
本
庁
２
階
大
会
議
室

■
相
談
内
容
／
土
地
の
境
界
に

関
す
る
相
談

■
相
談
時
間
／
相
談
１
件
当
り

１
時
間
程
度

■
相
談
費
用
／
無
料

■
共
催
／
岡
山
地
方
法
務
局
、

岡
山
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

•
岡
山
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

　
☎
０
８
６（
２
２
２
）４
６
０
６

　

岡
山
県
で
は
、
旭
川
水
系
下

流
ブ
ロ
ッ
ク
河
川
整
備
計
画

（
案
）
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
案
に
つ
い
て
、
関

係
住
民
の
意
見
を
聴
く
た
め
、

計
画
案
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

計
画
案
に
意
見
の
あ
る
人
は
、

縦
覧
期
間
中
に
意
見
書
を
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
縦
覧
場
所

•
岡
山
県
土
木
部
河
川
課

•
備
前
県
民
局
建
設
部

　
東
備
地
域
設
計
審
査
班

•
赤
磐
市
建
設
事
業
部
建
設
課

■
縦
覧
期
間
／
５
月
１
日
㈭
〜

６
月
２
日
㈪
（
土
・
日
・
祝

日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分
）

■
問
い
合
わ
せ
先

•
岡
山
県
土
木
部
河
川
課
計
画
班

　
☎
０
８
６（
２
２
６
）７
４
７
９

　

自
動
車
税
の
納
期
限
は
６
月

２
日
で
す
。
納
期
限
ま
で
に
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。
車
検
時
納

付
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
領
収
書
に
つ
い
て
い

る
納
税
証
明
書
は
、
車
検
を
受

け
る
と
き
に
必
要
で
す
の
で
、

大
切
に
保
管
し
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

•
岡
山
県
備
前
県
民
局
税
務
部

　
☎
０
８
６(

２
３
３)

９
８
１
１

　
　
〜
９
８
１
４・９
８
０
８

　

５
月
１
日
か
ら
、
赤
磐
市
民

診
療
所
か
ら
市
役
所
や
赤
磐
医

師
会
病
院
な
ど
を
結
ぶ
市
民
バ

ス
の
運
行
を
開
始
し
ま
す
。
停

留
所
・
ダ
イ
ヤ
な
ど
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
な
お
、
こ
の
運
行
開
始
に

伴
い
熊
山
地
域
市
民
バ
ス
の
ダ

イ
ヤ
が
一
部
改
正
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
秘
書
企

画
課
、
熊
山
支
所
市
民
生
活
課

●
お
知
ら
せ

年
金
相
談（
※
要
予
約
）

●
お
知
ら
せ

境
界
問
題
合
同
相
談
会

●
お
知
ら
せ

一
級
河
川
旭
川
水
系
下
流
ブ
ロ
ッ
ク

河
川
整
備
計
画
案
の
縦
覧

●
お
知
ら
せ

自
動
車
税
は
６
月
２
日
ま
で
に

納
付
し
ま
し
ょ
う

●
お
知
ら
せ

市
民
バ
ス（
松
木・下
市
線
）の
運
行
開
始

広報あかいわ（平成26年5月号）13
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１
３
人
、
主
に
児
童
福
祉
に
関

す
る
こ
と
を
担
当
す
る
「
主
任

児
童
委
員
」
が
９
人
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
自
分
の
住
ん
で
い

る
地
区
の
民
生
委
員
・
児
童
委

員
を
確
認
し
、
困
っ
た
と
き
は

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
社
会

福
祉
課
、
各
支
所
健
康
福
祉
課

　

日
本
赤
十
字
社
は
、
年
間
を

通
じ
て
地
域
に
密
着
し
た
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動

は
、「
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

力
」
と
「
地
域
の
皆
さ
ん
に
ご

協
力
し
て
い
た
だ
い
た
活
動
資

金
（
社
費
・
寄
付
金
）」
と
い
う

２
本
の
柱
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
に
地
区
・

町
内
会
の
役
員
が
訪
問
し
ま
し

た
ら
、
社
員
加
入
へ
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
社
会

福
祉
課
、
各
支
所
健
康
福
祉
課

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
存

在
や
活
動
を
皆
さ
ん
に
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
、
昭
和
52
（
１

９
７
７
）
年
に
、
毎
年
５
月
12

日
を
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
日
」と
定
め
ま
し
た
。こ
れ
は
、

大
正
６
（
１
９
１
７
）
年
５
月

12
日
に
全
国
で
初
め
て
岡
山
県

済
世
顧
問
制
度
設
置
規
定
が
公

布
さ
れ
た
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。

　

市
内
に
は
担
当
区
域
を
も
つ

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
」
が
１

　

裁
判
所
、
検
察
庁
、
法
務
局

お
よ
び
弁
護
士
会
で
は
、
次
の

行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
無
料
法
律
・
人
権
相
談
所
の
開
設

　

土
地
、
家
屋
、
交
通
事
故
、

金
銭
の
賃
借
、
離
婚
、
相
続
、

人
権
、
子
ど
も
の
非
行
・
人
権
、

登
記
な
ど
の
法
律
問
題
に
つ
い

て
無
料
で
相
談
で
き
ま
す
。
事

前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

〈
岡
山
地
区
〉

■
開
催
日
／
５
月
８
日
㈭

■
受
付
時
間
／
午
前
９
時
30
分

〜
11
時
30
分

■
場
所
／
岡
山
弁
護
士
会
館
会

議
室
（
岡
山
市
北
区
南
方
１︲

８︲

２
９
）　

■
担
当
／
岡
山
弁
護
士
会
、
岡

山
地
方
法
務
局

〈
津
山
地
区
〉

■
開
催
日
／
５
月
９
日
㈮

■
受
付
時
間
／
午
前
10
時
〜
正
午

■
場
所
／
岡
山
地
方
・
家
庭
裁

判
所
津
山
支
部
会
議
室
（
津

山
市
椿
高
下
５
２
）

■
担
当
／
岡
山
弁
護
士
会
、
岡

山
地
方
法
務
局

◆
裁
判
員
裁
判
用
法
廷
の
見
学
、

　
裁
判
の
傍
聴

　

裁
判
員
裁
判
用
法
廷
の
見
学

は
、
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

事
前
に
人
数
や
時
間
を
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
公
開
の
法
廷
で
の
裁

判
は
自
由
に
傍
聴
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
傍
聴
席
に
限
り
が
あ

り
ま
す
の
で
、
団
体
で
の
傍
聴

を
希
望
す
る
場
合
は
事
前
に
ご

相
談
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

•
岡
山
地
方
裁
判
所
事
務
局

　
総
務
課
広
報
係

　
☎
０
８
６（
２
２
２
）６
７
７
１

◆
検
察
庁
の
見
学

　

検
察
庁
の
見
学
は
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
事
前
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

•
岡
山
地
方
検
察
庁
企
画
調
査
課

　
☎
０
８
６（
２
２
４
）５
８
６
７

　
「
赤
十
字
社
員
増
強
運
動
月

間
」
が
今
年
も
５
月
を
中
心
に

全
国
的
に
行
わ
れ
ま
す
。

●
お
知
ら
せ

５
月
１
日
〜
７
日
は
憲
法
週
間

●
お
知
ら
せ

赤
十
字
活
動
資
金
に

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

●
お
知
ら
せ

５
月
12
日
は

民
生
委
員・児
童
委
員
の
日
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情
報
ボ
ッ
ク
ス

コ
ラ
ム

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

公
民
館

カ
レ
ン
ダ
ー

市
政
情
報

◎市役所関係の問い合わせ先などの電話番号は、12ページの電話番号一覧をご覧ください。

●絵本はともだち 毎週水曜日 午前10時30分～11時
●おはなしかい 毎週土曜日 午前10時30分～11時、 第2日曜日 午後2時～2時30分
●こどもの読書週間おはなしかい　4日㈰ 午後2時～3時
●きらり☆しあたー子ども版映画上映会 「名犬ラッシー」　17日㈯ 午後2時～
●民話の寺小屋（民話の語り）　18日㈰ 午後2時～2時30分
●「岡山のむかしばなし」絵本原画展 2
　5月31日㈯～6月6日㈮ （※2日㈪を除く）

　
●ブックんのおはなしかい　3日㈯ 午前11時～11時30分
●ちいさなおはなしかい　14日㈬・28日㈬ 午前11時～11時20分

●なかよしタイム　13日㈫ 午前10時～正午
●おはなしのおへや　17日㈯ 午前11時～11時30分
●おはなしたまてばこ　24日㈯ 午後2時～3時

●おはなしだいすき☆えほんといっしょ　16日㈮ 午前10時～正午
●おはなし会　10日㈯ 午前10時30分～11時

●無料観望会　3日㈯ 午後7時～10時

中央図書館（☎955-0076）

赤坂図書館（☎957-2212）

熊山図書館（☎995-1273）

吉井図書館（☎954-9200）

竜天天文台公園（☎958-2321）

月のイベント案内5 E V E N T  G U I D E  O N  M A Y

◎
お
詫
び
と
訂
正

▼
広
報
あ
か
い
わ
４
月
号
11
ペ
ー

ジ
に
掲
載
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
熊
山
分
室
の
電
話
番
号
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は

﹁（
９
９
５
）
２
３
５
０
﹂
で
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ

と
を
お
詫
び
し
、
訂
正
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

・
本
庁
介
護
保
険
課

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
吉
井
ス
ポ
レ
ク

ク
ラ
ブ
で
は
元
広
島
カ
ー
プ
の

大
野
豊
さ
ん
を
招
い
て
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
／
５
月
11
日
㈰

　
午
後
４
時
〜

■
場
所
／
吉
井
会
館
大
ホ
ー
ル

■
定
員
／
３
０
０
人
（
先
着
順
）

■
参
加
費

•
大
人
…
千
円
（
前
売
券
）

•
中
学
生
以
下
…
５
０
０
円

■
主
催
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

吉
井

ス
ポ
レ
ク
ク
ラ
ブ

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

•
吉
井
ス
ポ
レ
ク
ク
ラ
ブ
（
吉
井

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
内
）

　

東
備
地
域
自
立
支
援
協
議
会

の
赤
磐
市
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
「
ピ
ー
チ
ネ
ッ
ト
あ
か
い
わ
」

は
、
年
に
１
度
全
体
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
同
日
開
催
の
研

修
会
に
は
誰
で
も
参
加
で
き
ま

す
の
で
、
お
申
し
込
み
の
上
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
ピ
ー
チ
ネ
ッ
ト
あ
か
い
わ
は
、

●
お
知
ら
せ

ピ
ー
チ
ネ
ッ
ト
あ
か
い
わ

全
体
会・研
修
会

●
催
し

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

吉
井
ス
ポ
レ
ク
ク
ラ
ブ
設
立
記
念

大
野
豊
さ
ん 

講
演
会

市
内
の
障
が
い
福
祉
に
関
す
る

課
題
を
検
討
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
当
事
者
、
家
族
、
支
援

者
、
行
政
お
よ
び
市
民
が
連
携

し
、
市
の
実
情
に
応
じ
た
協
議

を
行
い
、
事
業
を
展
開
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

■
日
時
／
５
月
９
日
㈮

　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
0
時
30
分

■
場
所
／
中
央
公
民
館
２
階　

視
聴
覚
室

■
内
容

•
事
業
報
告
、
事
業
計
画
（
案
）

な
ど
に
つ
い
て

•
研
修
（
午
前
10
時
30
分
〜
）

 

「
誰
も
が
地
域
で
共
に
生
き
る

た
め
に
〜
障
が
い
の
あ
る
人

と
と
も
に
〜
」

　

講
師
…
寺
尾
孝
士
（
川
崎
医

療
福
祉
大
学 

教
授
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

•
ピ
ー
チ
ネ
ッ
ト
あ
か
い
わ
事

務
局
（
本
庁
社
会
福
祉
課

内
）

　

ド
イ
ツ
の
森
で
は
、
多
く
の

赤
磐
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
利
用

い
た
だ
く
た
め
、
平
成
20
年
か

ら
「
赤
磐
市
民
パ
ス
ポ
ー
ト
」

を
発
行
し
て
い
ま
す
。
市
民
パ

ス
ポ
ー
ト
の
有
効
期
限
は
平
成

26
年
３
月
31
日
ま
で
で
し
た
が
、

好
評
に
つ
き
、
さ
ら
に
１
年
間

継
続
し
て
平
成
27
年
３
月
31
日

ま
で
、
ご
利
用
い
た
だ
け
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
更

新
手
続
き
は
不
要
で
、
そ
の
ま

ま
利
用
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
市
民
パ
ス
ポ
ー

ト
を
持
っ
て
い
な
い
人
で
も
、

入
場
ゲ
ー
ト
で
市
民
で
あ
る
こ

と
が
確
認
で
き
る
も
の
を
提
示

す
る
と
、
市
民
パ
ス
ポ
ー
ト
同

様
、
平
日
は
無
料
、
土
日
祝
日

は
割
引
料
金
で
入
園
で
き
ま
す
。

※
12
月
か
ら
２
月
は
、
全
日
無

料
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

•
岡
山
農
業
公
園
ド
イ
ツ
の
森

　
☎（
９
５
８
）２
１
１
１

●
お
知
ら
せ

岡
山
農
業
公
園
ド
イ
ツ
の
森
発
行

「
赤
磐
市
民
パ
ス
ポ
ー
ト
」
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●
環
境
コ
ラ
ム　
［ 

第
４
回 

］

環
境
課

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
と
微
小
粒
子
状
物
質（
Ｐ
Ｍ
２・５
）

◆
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト

　
気
温
が
高
く
風
が
弱
い
日
中
に
、
自
動
車
の
排

気
ガ
ス
や
工
場
の
煙
な
ど
に
含
ま
れ
る
大
気
汚
染

物
質
が
、
太
陽
の
強
い
紫
外
線
を
受
け
る
と
、
大

気
中
に
「
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
」
が
発
生
し
ま

す
。

　
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
は
、
目
に
見
え
ず
、
に

お
い
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
濃
度
が
高
く
な
る
と
、

目
が
チ
カ
チ
カ
し
た
り
、
の
ど
の
渇
き
を
覚
え
た

り
す
る
な
ど
、
健
康
被
害
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
岡
山
県
で
は
、４
月
10
日
か
ら
９
月
10
日
を「
大

気
汚
染
防
止
夏
期
対
策
期
間
」
と
定
め
、
監
視
を

強
化
す
る
と
と
も
に
、
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
の

濃
度
が
高
く
な
っ
た
と
き
は
「
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
情

報
」
や
「
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
注
意
報
」
な
ど
を
発
令

し
て
注
意
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
注
意
報
な
ど
が
発
令
さ
れ
た
と
き
に
は
、
次
の

こ
と
に
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

・
屋
外
で
の
激
し
い
運
動
は
控
え
る

・
子
ど
も
や
高
齢
者
、
体
調
の
悪
い
人
は
屋
内
で
休
む

・
屋
内
で
は
窓
を
閉
め
る
な
ど
、
で
き
る
だ
け
外

気
が
入
ら
な
い
よ
う
に
す
る

◆
微
小
粒
子
状
物
質
（
Ｐ
Ｍ
２
・
５
）

　
Ｐ
Ｍ
２
・
５
と
は
大
気
中
に
漂
う
粒
径
２
・
５

µm
以
下
の
小
さ
な
粒
子
の
こ
と
で
す
。
粒
径
が
非

常
に
小
さ
く
、
肺
の
奥
や
血
管
中
に
ま
で
入
り
込

ん
で
沈
着
し
や
す
い
た
め
、
健
康
へ
の
影
響
が
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
県
内
の
測
定
値
が
日
平
均
値
70
µg
／
㎥
を
超
え

る
と
予
想
さ
れ
る
場
合
に
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
注
意
を
呼
び
か
け
ま
す
。
そ
の
時
は
、
次
の

こ
と
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

・
不
要
不
急
の
外
出
や
屋
外
で
の
長
時
間
の
激
し

い
運
動
を
で
き
る
だ
け
減
ら
す

・
屋
内
で
も
、換
気
や
窓
の
開
閉
を
必
要
最
小
限
に
す
る

※
１
µm
＝
０
・
０
０
１
mm

　
市
内
に
は
微
小
粒
子
状
物
質
（
Ｐ
Ｍ
２
・
５
）

の
測
定
局
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
近
隣
市
の
情
報
な

ど
は
岡
山
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
岡
山
県
の
大
気

環
境
の
状
況
」
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
全
国

の
情
報
は
環
境
省
「
大
気
汚
染
物
質
広
域
監
視
シ

ス
テ
ム
『
そ
ら
ま
め
君
』」
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
詳
し
く
は
岡
山
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
注
意
報
な
ど
の

メ
ー
ル
配
信
も
行
っ
て
い
ま
す
。

http
://w

w
w
.p
ref.o

kayam
a.jp

/
soshiki/29/

●
問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
環
境
課

屋外焼却禁止の例外規定
①国または地方公共団体が
その施設の管理を行うため
に必要な廃棄物の焼却

河川敷（河川管理者）・道路側
（道路管理者）の草焼きなど

②震災・風水害・火災・凍霜害
その他の災害の予防・応急対
策または復旧のために必要
な廃棄物の焼却

災害などの応急対策・火災予
防訓練

③風俗習慣上または宗教上
の行事を行うために必要な
廃棄物の焼却

とんど焼き（正月のしめ縄な
どをたく）・塔婆の供養焼却

④農業・林業または漁業を営
むためにやむを得ないものと
して行われる廃棄物の焼却

焼き畑・あ ぜ 草や下 枝 の 焼
却・魚網にかかったごみの焼
却など

⑤たき火その他日常生活の
焼却であって軽微なもの

落ち葉たき・たき火・キャンプ
ファイヤー

◎市役所関係の問い合わせ先などの電話番号は、12ページの電話番号一覧をご覧ください。

る
法
律
」
で
、
一
部
の
例
外
を

除
き
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
例
外
に
よ
る

屋
外
焼
却
を
行
う
場
合
で
も
、

洗
濯
物
に
臭
い
や
灰
が
付
い
た

り
、
住
居
な
ど
に
煙
が
侵
入
し

た
り
な
ど
、
近
所
に
迷
惑
に
思

わ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

風
向
き
や
付
近
の
状
況
に
十
分

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
環
境

課
、
各
支
所
市
民
生
活
課

　

廃
棄
物
の
中
に
は
、
燃
や
す

と
悪
臭
や
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
に
よ

る
大
気
汚
染
が
発
生
し
、
生
活

環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
も
の

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
屋

外
焼
却
、い
わ
ゆ
る
野
焼
き
（
ド

ラ
ム
缶
焼
却
、
ブ
ロ
ッ
ク
積
み

焼
却
な
ど
を
含
み
ま
す
）は
、「
廃

棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す

●
お
知
ら
せ

屋
外
焼
却（
野
焼
き
）は

法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

広報あかいわ（平成26年5月号）16
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スポーツの話題
SPORTS TOPICS

※
全
国
大
会
出
場
の
紹
介
は
、
本
人
の
申
し

出
に
よ
り
掲
載
し
て
い
ま
す
。〈
敬
称
略
〉

◎スポーツ振興課（中央公民館2階） ▶ ☎955-0738／FAX 955-6060

第
52
回
全
日
本
ボ
ウ
リ
ン
グ

選
手
権
大
会
（
愛
知
県
）

◦
赤
坂
中
学
校
２
年

　

大
林　

令
奈
（
多
賀
）

第
44
回
日
本
少
年
野
球

春
季
全
国
大
会
（
東
京
都
）

◦
高
陽
中
学
校
２
年

　

阿
部　

幸
平
（
岩
田
）

第
42
回
全
国
高
等
学
校
選
抜

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
（
長
野
県
）

◦
水
島
工
業
高
等
学
校
２
年

　

中
永　

大
輝
（
五
日
市
）

第
５
回
赤
磐
市
体
育
協
会
会
長
杯

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

■
開
催
日
／
５
月
11
日
㈰
（
雨
天

順
延
…
５
月
18
日
㈰
）

■
場
所
／
草
生
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

■
種
目
／
一
般
男
女
、
シ
ニ
ア
男

女
（
45
歳
以
上
）、
中
学
生
男
女

■
参
加
資
格
／
市
内
在
住
在
勤
ま

た
は
、
市
内
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
に

所
属
し
て
い
る
人

■
参
加
費
／
１
ペ
ア
千
円
（
中
学

生
は
１
ペ
ア
６
０
０
円
）

■
参
加
申
込
／
ペ
ア
で
申
込
み

■
申
込
期
限
／
５
月
２
日
㈮

■
主
催
／
赤
磐
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
江
木

　

☎
０
９
０（
７
９
７
６
）０
０
３
５

　
FAX（
９
５
４
）０
７
１
６

第
18
回
赤
磐
市
体
育
協
会
長
杯

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

■
日
時
／
５
月
25
日
㈰

■
場
所
／
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園

■
対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
者

■
種
目
お
よ
び
ク
ラ
ス

◦
ダ
ブ
ル
ス
個
人
戦
…
男
子
Ａ

級
、
男
子
Ｂ
級
、
男
子
Ｃ
級
、

女
子
Ａ
級
、
女
子
Ｂ
級
、
女
子

Ｃ
級
、
男
女
子
Ｄ
級
（
初
心
者
）

◦
シ
ン
グ
ル
ス
個
人
戦
…
男
子
Ａ

級
、
男
子
Ｂ
級
、
女
子
Ａ
級
、

女
子
Ｂ
級

■
参
加
費

①
赤
磐
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
登

録
チ
ー
ム
…
１
人
５
０
０
円

②
市
内
在
住
・
在
勤
者
…
１
人
千
円

③
中
学
生
以
下
…
①
、
②
の
半
額

■
申
込
期
限
／
５
月
12
日
㈪

　

午
後
５
時

■
主
催
／
赤
磐
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
福
田

　

☎
・
FAX（
９
５
５
）５
７
９
７

平
成
26
年
度
夏
季

赤
磐
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
講
習
会

■
日
時
／
６
月
８
日
㈰

　
（
受
付
午
前
９
時
〜
）

■
場
所
／
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園

■
対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
者

■
講
師
／
田
中　

信
雄
（
日
本
体

育
協
会
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
指
導
員
・

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
）

■
ク
ラ
ス

◦
学
生
の
部
（
小
中
学
生
）
…
午

前
９
時
〜
正
午

◦
一
般
の
部
…
午
後
１
時
〜
４
時

■
定
員
／
各
50
人

■
参
加
費

◦
学
生
…
５
０
０
円

◦
一
般
…
千
円

■
申
込
期
限
／
５
月
31
日
㈯

　

午
後
５
時

■
主
催
／
赤
磐
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
福
田

　

☎
・
FAX（
９
５
５
）５
７
９
７

赤
磐
市
卓
球
教
室

　

楽
し
く
卓
球
を
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。
初
心
者
大
歓
迎
で
す
。

■
日
時
／
５
月
12
日
㈪
、
19
日
㈪
、

26
日
㈪
、
６
月
２
日
㈪
、
９
日
㈪

　

午
後
８
時
〜
10
時

■
場
所
／
高
陽
中
学
校
体
育
館

■
指
導
者
／
赤
磐
市
卓
球
協
会

■
参
加
費
／
千
円

■
定
員
／
20
人

■
持
ち
物
／
運
動
の
で
き
る
服

装
、
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
卓
球

ラ
ケ
ッ
ト
（
持
っ
て
い
る
人
）、

タ
オ
ル
、
お
茶
な
ど

■
申
込
期
限
／
５
月
11
日
㈰

■
主
催
／
赤
磐
市
卓
球
協
会

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
石
原

　

☎
・
FAX（
９
５
６
）０
０
３
０

第
17
回
赤
磐
市
体
育
協
会
長
杯

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

■
開
催
日
／
２
月
２
日

■
場
所
／
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園

■
参
加
者
／
１
０
９
人

〈
女
子
Ａ
級
〉

◦
優　

勝
…
河
井
麻
希
・
福
田
ひ
ろ
み

（
ピ
ン
ク
ラ
ビ
ッ
ツ
）

◦
準
優
勝
…
福
田
佳
奈
・
西
山
美
貴

（
ピ
ン
ク
ラ
ビ
ッ
ツ
）

◦
第
３
位
…
平
野
奈
菜
・
平
松
千
恵
子

（
き
よ
ま
ろ
ん
）

〈
男
子
Ｂ
級
〉

◦
優　

勝
…
伊
加
真
治
・ 

棚
橋
一
雅 

（
楽
羽
ク
ラ
ブ
）

◦
準
優
勝
…
小
野
塚
満
・
藤
原
成
一

（
き
よ
ま
ろ
ん
）

◦
第
３
位
…
勝
田
淳
一
・ 

吉
田
大
祐

（
楽
羽
ク
ラ
ブ
）

〈
女
子
Ｂ
級 

〉

◦
優　

勝
…
八
塚
愛
実
・
松
岡
愛

（
桜
が
丘
中
）

◦
準
優
勝
…
青
山
香
里
・
生
武
裕
子

（
熊
山
）

◦
第
３
位
…
秋
久
尚
子
・
伊
久
弘
子

（
熊
山
）

〈
女
子
Ｃ
級
〉

全
国
大
会
出
場

結　
果

募　
集

◦
優　

勝
…
宇
野
佑
佳
子
・ 

草
地
麻
菜

（
楽
羽
ク
ラ
ブ
）

◦
第
３
位
…
岡
本
瞳
奈
・
河
田
蘭

（
桜
が
丘
中
）

〈
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

◦
優　

勝
…
大
森
祐
作

　
　
　
　
　
（
き
よ
ま
ろ
ん
）

◦
準
優
勝
…
青
木
克
成

　
　
　
　
　
（
き
よ
ま
ろ
ん
）

◦
第
３
位
…
岩
藤
照
将

　
　
　
　
　
（
ピ
ン
ク
ラ
ビ
ッ
ツ
）

〈
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

◦
優　

勝
…
大
道
七
海
（
高
陽
中
）

◦
準
優
勝
…
岡
崎
琴
音

　
　
　
　
　

 （
山
陽
ジ
ュ
ニ
ア
）

◦
第
３
位
…
藤
原
千
紗
子

　
　
　
　
　
（
山
陽
ジ
ュ
ニ
ア
）

第
13
回
赤
磐
市

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
交
歓
大
会

■
開
催
日
／
２
月
15
日

■
場
所
／
赤
坂
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

■
参
加
者
／
43
人

〈
大
人
の
部
〉

◦
優　

勝
…
北
野
博
史
（
山
陽
１
）

◦
第
３
位
…
山
本
栄
子

　
　
　
　
　
（
桜
が
丘
西
１
）

◦
第
５
位
…
塩
田
順
一

　
　
　
　
　
（
桜
が
丘
西
６
）

◦
第
10
位
…
三
宅
省
悟

　
　
　
　
　
（
桜
が
丘
西
４
）

〈
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
〉

◦
優　

勝
…
平
井
菜
乃

　
　
　
　
　
（
桜
が
丘
西
２
）

◦
準
優
勝
…
平
井
颯
人

　
　
　
　
　
（
桜
が
丘
西
２
）
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スポーツの話題
SPORTS TOPICS

山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
室

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

▼
申
込
方
法
／
事
前
に
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ

い
（
先
着
順
）。

▼
教
室
の
内
容
は
、
広
報
あ
か
い
わ
４
月
号
13

ペ
ー
ジ
で
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。詳
し
く
は
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他
／
動
き
や
す
い
服
装
、
室
内
履
き

シ
ュ
ー
ズ
、
汗
拭
き
用
の
タ
オ
ル
や
水
分
補

給
の
水
筒
な
ど
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
（
プ
ー

ル
教
室
の
場
合
は
、
水
着
、
ス
イ
ム
キ
ャ
ッ

プ
、ゴ
ー
グ
ル
、タ
オ
ル
な
ど
が
必
要
で
す
）。

山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
で
、

お
気
に
入
り
の
教
室
を
１
カ
月
間
体
験
！

続
け
る
楽
し
み
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
！

◎問い合わせ・申し込み先／山陽ふれあい公園 ☎955-4432

　ご不明な点は、お気軽にお問い合わせください。

体験教室名 曜日 時　　間 定員 回数・参加費
◆ＬｅｓＭｉｌｌｓプログラム（ニュージーランド生まれの大人気プログラム） 〈対象 : 16歳以上〉

ボディコンバット

水 19:15 ～ 20:00 25人 全4回 ： 1,800円
金 10:00 ～ 10:45 15人 全5回 ： 2,250円
土 14:15 ～ 15:00 15人 全5回 ： 2,250円
日 10:30 ～ 11:15 25人 全4回 ： 1,800円

ボディパンプ
木 19:15 ～ 20:00 20人 全5回 ： 2,250円

日 14:15 ～ 15:00 20人 全4回 ： 1,800円

◆楽しく汗をかけるエアロビクスプログラム 〈対象 : 16歳以上〉

リズム＆ストレッチ
火 19:00 ～ 19:30 25人 全3回 ： 900円
水 9:20 ～ 9:50 15人 全4回 ： 1,200円

かんたんエアロ
火 19:40 ～ 20:20 25人 全3回 ： 1,200円
水 10:00 ～ 10:40 15人 全5回 ： 2,000円
金 20:00 ～ 20:40 25人 全5回 ： 2,000円

◆ゆったりスタジオプログラム 〈対象 : 16歳以上〉

ヨガ
水 14:00 ～ 15:00 15人 全4回 ： 2,400円
金 18:45 ～ 19:45 25人 全5回 ： 3,000円
土 9:15 ～ 10:15 15人 全5回 ： 3,000円

SLOWピラティス 火 10:15 ～ 11:00 15人 全4回 ： 1,800円
太極拳 火 14:00 ～ 15:00 15人 全4回 ： 2,400円
ストレッチ 金 9:15 ～ 9:45 15人 全5回 ： 1,500円
元気はつらつ体操 土 10:30 ～ 11:15 15人 全5回 ： 2,250円
◆プールプログラム 〈対象 : 16歳以上〉
アクアウォーキング 火 13:15 ～ 13:45 40人 全4回 ： 1,200円
アクアジョギング 水 13:15 ～ 13:45 40人 全4回 ： 1,200円
アクアビクス 金 19:00 ～ 19:30 40人 全5回 ： 1,500円
初めてプール 水 10:15 ～ 10:45 15人 全4回 ： 1,200円

初めてクロール
木 13:00 ～ 13:30 15人 全5回 ： 1,500円
土 10:15 ～ 10:45 15人 全5回 ： 1,500円

◆子ども向けスイミングスクール 〈対象 : 3歳～小学生〉

スイミングスクール
（3歳～小学2年生）

火 15:15 ～ 16:15 10人
全4回 ： 3,240円

木 15:15 ～ 16:15 10人

スイミングスクール
（小学1～6年生）

火 16:30 ～ 17:30 10人
全4回 ： 3,240円

木 16:30 ～ 17:30 10人

ボディパンプ

ボ
デ
ィ
コ
ン
バ
ッ
ト
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図書館通信
LIBRARY NEWS

おすすめ

今
月
の

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

●利用案内
♢開館時間…午前10時～午後6時（中央図書館だけ木曜日は午後8時まで開館）

♢図書館休館日…毎週月曜日／館内整理日（12月を除く毎月最終金曜日）／
　年末年始（12月28日～１月4日）／特別整理期間
★はじめて本を借りるときはカウンターで「利用者カード」を作ってください。
　免許証、健康保険証、生徒手帳など住所、氏名が確認できるものをお持ちください。
　※市内に在勤・在学の人は勤務先・通学先がわかるものが必要です。
　※小学生以下は、保護者が申請してください。

■5月の休館日

赤磐市内全図書館休館日●各図書館の問い合わせ先
♢中央図書館…☎955-0076／FAX 955-0083　　　♢赤坂図書館…☎957-2212／FAX 957-9450

♢熊山図書館…☎995-1273／FAX 995-3823　　　♢吉井図書館…☎954-9200／FAX 954-9201

　「あたまがいけ」や「天人にょうぼう」など「絵本岡山
のむかしばなし」の原画を展示します。色鮮やかな原
画の世界をお楽しみください（昨年度とは異なる作品
の展示になります）。
■日時／5月31日㈯～6月6日㈮
　　　　※ただし、2日（月・休館日）を除く
　　　　午前10時～午後6時（5日㈭は午後8時まで）
■場所／中央図書館　多目的ホール
■入場料／無料　　　　
　　　

「岡山のむかしばなし」絵本原画展②

『小学１年生の困った！ レスキューブック』
 ●主婦の友社／編
 ●主婦の友社／出版

『立身いたしたく候』
 ●梶　よう子／著
 ●講談社／出版

『三省堂国語辞典のひみつ』
 ●飯間　浩明／著
 ●三省堂／出版

『水軍遥かなり』
 ●加藤　廣／著
 ●文芸春秋／出版

一般書

『名犬ラッシー』（90分）
　イギリスの小さな炭坑の町。少年ジョンと愛犬ラッ
シーは兄弟のように大の仲良し。友だちにも恵まれ幸
せに暮らしていましたが、お父さんが働く炭坑が廃坑
の危機を迎え…。
■日時／5月17日㈯　午後2時～
■場所／中央図書館 多目的ホール
■参加費／無料　　■申し込み／不要

きらり☆しあたー：子ども版映画上映会

　『へんしん』をテーマに、絵本の読み聞かせや詩、エ
プロンシアターなど盛りだくさんのおはなし会です。
いつもの紙芝居おじさんもやってくるよ！ みんな見に
来てね！
■日時／5月24日㈯　午後2時～3時
■場所／くまやまふれあいセンター
■参加費／無料　　■申し込み／不要
■問い合わせ先／熊山図書館

おはなしたまてばこ

《標語》「いつもいっしょ、本といっしょ。」
　市内の図書館では、こどもの読書週間の期間中、よ
い絵本の展示を行います。お子さん
といっしょに、ぜひ手にとってみてく
ださい。絵本とのすばらしい出会い
があるはずです。
■期間／4月23日㈬～5月12日㈪

○	 第56回こどもの読書週間

［書　名］
　絵本岡山のむかしばなし 3
　「あたまがいけ」

［作家名］
　布下　満

［出版社］
　山陽新聞社出版局

［書　名］
　絵本岡山の
　むかしばなし 4
　「きつねとくま」

［作家名］
　香川　昌久

［出版社］
　山陽新聞社出版局
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■その他の公民館の住所・問い合わせ先
○赤坂公民館 （町苅田507／☎957-2211）
○笹岡公民館 (坂辺9／☎086-957-2214)

彩りを楽しむ寄せ植え講座
～バラの香りとともに～
季節の草花を使って、季節の彩りを楽しむ寄せ植えを
あなたも作ってみませんか。寄せ植えを制作した後、園
内の見ごろのバラを講師に案内していただきます。
■日時／6月6日㈮　午前9時30分～正午
■場所／熊山英国庭園　　■講師／武本　高三
■対象／一般　　■定員／20人
■参加費／2,000円
■持ち物／軍手、エプロン、移植ごて、タオル
■申込開始日／5月12日㈪

吉井竜天天文台公園　春の神社大祭めぐり
例年竜天天文台公園ではゴールデンウイークの祝日
の昼間は開園します。天文台ベランダから景色を眺め
て、周辺の神社の春の大祭を巡ってみませんか。
■祭り情報
・4月29日㈫…金勢大明神大祭
・5月 3日㈯…鴨神社雷除け大祭

石上布都魂神社崇敬者大祭

竜天天文台公園でふぁみりーキャンプ体験
竜天天文台公園は、星を見る天文台があるだけでなく
キャンプもできる公園です。この夏初めて家族でキャン
プを計画している初心者を対象に体験教室を開きます。
■日時／5月5日（月・祝）　午前10時～正午
■講師／湯本　篤志（日本キャンプ協会指導者）
■対象／幼児を含めた家族、キャンプ初心者
■定員／10組程度
■持ち物／テントでの宿泊や野外調理を体験したい家族は、

食料・着替え・洗面用具その他必要と思われるもの
■参加費／無料　　■申し込み／不要

ふるさと探訪講座　吉井川の高瀬舟をたどる旅
岡山県の三大河川を利用して物資の流通を担っていた
高瀬舟は、鉄道によって役割を終えました。今回は、吉井
川の高瀬舟をバスでたどり是里の宗形神社や血洗いの
滝に行きます。
■日時／6月6日㈮　午前8時40分～午後2時30分
■場所／吉井郷土資料館、城山公園、宗形神社、血洗い

の滝、柵原ふれあい鉱山公園
■講師／高畑　富子（山陽郷土資料館学芸員）
■参加費／500円　　■定員／25人
■持ち物／弁当、飲み物　　■申込開始日／5月7日㈬

◆講座の受け付けは、各館とも午前9時からで、すべて先着順です。　◆定員のあるものは、定員になり次第締め切ります。
◆この公民館情報は、市ホームページでもご覧いただけます。市ホームページ▶http://www.city.akaiwa.lg.jp/index.html

第45回ブルーシャトーコンサート
『フラメンコギターソロ』 ～ 5月の爽やかな風に吹かれて ～
■日時／5月24日㈯　午後2時～3時
■出演／吉岡　慶博
■曲目／「アルハンブラの想い出」、「禁じられた遊び」
「ラ・クンパル・シータ」ほか

■対象／乳幼児～一般　　■入場料／無料
■申し込み／不要

ドキドキ講座「自然観察会」
～新緑の熊山山頂で出会う動植物たち！～
熊山山頂周辺で動植物を観察してみよう！
■日時／5月10日㈯　午前9時～11時（雨天中止）
■集合場所 ・ 時間／熊山公民館 ・ 午前8時30分
■場所／熊山山頂周回ルート
■対象／幼児～一般　　■参加費／無料
■持ち物／帽子、飲み物、双眼鏡など
■申込開始日／5月1日㈭

日本文化講座
～春の親子生け花教室～
生け花を分かりやすく、楽しく学びます。季節の花で表
現してみよう。小学生、中学生だけの参加も歓迎です。
※お花は生けた状態で持ち帰ることができます。
■日時／5月17日㈯　午前9時30分～正午
■講師／中永　健美（専敬流岡山県支部長）
■対象／小学生～中学生とその家族
■定員／10組程度
■参加費／1,000円（1人分／オアシス代、お花代を含む）
■持ち物／あれば剪定バサミ（汚れてもいいハサミ）
■申込開始日／5月1日㈭

季節の薬膳料理教室
～梅雨を乗り切る薬膳～
季節の食材を使って、薬膳料理をわかりやすく学びま
す。料理の仕方であなたも健康になれる！？
■日時／5月18日㈰　午前9時30分～午後1時30分
■講師／田中　まり
■対象／一般　　■定員／15人
■参加費／1,000円
■持ち物／エプロン、普段使っている包丁、タオル
■申込開始日／5月1日㈭

●吉井公民館 （周匝136-1／☎954-1379）

●熊山公民館 （松木623／☎995-1360）

●山陽公民館 （山陽1-10／☎955-9777） ●熊山公民館 （松木623／☎995-1360）
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回数 開催月 内　　容
第2回 8月 ガラスで額絵をつくろう
第3回 10月 キャンドルポットをつくろう
第4回 2月 オリジナルバッグをつくろう

回数 日　時 内　　容

第2回
5月22日㈭
午前9時30分
～正午

「すてきな花に囲まれて～オ
ープンガーデン見学～」

（講師 ： 友安宏秀／桜が丘東）

第3回
6月19日㈭
午前9時30分
～正午

「ボランティア・NPO・ソーシャルビジ
ネスって何だろう？～気軽に始める地
域貢献で、仲間と元気に楽しく！～」

（講師 ： 森高寛之）

第4回
7月10日㈭
午前9時30分
～正午

「65歳からの未来計画」
（講師 ： 中国シルバーライフ協会）

第5回
7月26日㈯
午前9時30分
～正午

「茶話会」・「落語を楽しもう」
（出演 ： 岡山大学落語研究会）

思い出作り教室②
子どもたちの放課後支援を目的に、身近な材料で工
作・工芸を体験します。遊びを通し「しつけと思いやりの
心」を学びます。
■日時／5月7日㈬～24日㈯　午後4時～5時
　　　　※火曜日、日曜日は教室を休みます。
■対象／幼児、小学生、一般　　■定員／なし
■参加費／無料
■申し込み／不要（期間中何回でも利用できます）

自然観察講座
セラピーロードは国立公園特別保護区にあり、毛無山
の麓に位置し貴重な動植物が自生しています。森の案
内人と同行しないと入れない森林セラピーの森を、五
感で感じながらゆっくり歩いてみませんか。
■日時／5月30日㈮　午前8時～午後5時
■場所／セラピーロード（新庄村）
■対象／一般　　■定員／21人
■参加費／1,800円（特別保護区案内料を含む）
■持ち物／弁当、飲み物
■申込開始日／5月10日㈯　9時～ （窓口で受付）
　※申し込み多数の場合は、9時15分より抽選

朝楽カフェ（全5回）
人生これからを楽しもう！
ゆうゆう自適生活　春楽期（5月～7月）
◎第1回 「赤磐もっと知りたい」
ウォーキングのすすめ、健康体操（いきいき若返り 歌と体操）
■日時／5月15日㈭　午前9時30分～11時45分
■講師／羽様　啓子（レクリエーション）ほか
■対象／一般（シリーズ全5回とも参加可能な人）
■定員／30人（先着順）
■参加費／300円（別途資料代など200円）
■持ち物／体操のできる服装、運動靴、タオル、飲み物
■申込開始日／5月1日㈭ 〈電話可〉

チャレンジデーに参加しよう
公民館で一日健康スポーツを楽しみましょう。各公民館
で、楽しい企画を予定しています．
■日時／5月28日㈬　午前9時～午後5時
■対象／幼児～一般　　■定員／なし
■参加費／無料
■持ち物／汗ふきタオル、飲み物など
■申し込み／不要

ものづくりワークショップ
市内在住の作家による丁寧な指導で、楽しくものづくり
について学びましょう。第１回は「ロウヌキ技法を学ん
でオリジナルの絵皿を作ろう」です。
■日時／5月25日㈰　午後1時30分～4時
■講師／芝　眞路（陶芸家）
■対象／小学生以上（小学生は親子で参加）
■定員／20人
■参加費／500円（材料費、焼成代を含む）　
■申込開始日／5月1日㈭

※第2回以降の詳細は、後日、広報あかいわでお知らせ
します。

男の料理教室
いつになったら料理できるの？ “今でしょ！”
“友達づくりとクッキングー”
■日時／5月17日㈯、7月19日㈯、9月20日㈯
　　　　午前10時～午後1時
■対象／一般男性　　■定員／16人
■参加費／1,500円
■申込開始日／5月1日㈭

マジック初級
4回の講座で、あなたも身につく得意技！ 芸は身を助け
ますよー。
■日時／6月7日㈯、14日㈯、21日㈯、28日㈯
　　　　午前10時～午後0時30分
■対象／一般　　■定員／16人
■参加費／1,000円
■申込開始日／5月1日㈭

●中央公民館 （下市337／☎955-0069）

●西山公民館 （西中220-1／☎955-0777）

●山陽公民館 （山陽1-10／☎955-9777）

●高月公民館 （穂崎848-1／☎086-229-9777）

●各公民館
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●赤磐市の人口 （平成26年4月1日現在）

人 　 口 44,802 人 （ －133 ）
男 　 性 21,445 人 （ － 63 ）
女 　 性 23,357 人 （ － 70 ）
世 帯 数 17,586 世帯 （ － 6 ）

※（　）は3月1日との差

●平成26年3月赤磐市火災・救急発生状況 ※（ ）は平成26年の累計
火　　災　　別

計
救　　急　　別

計
建物 林野 車両 その他 交通 急病 一般 その他

本署 0

（0）
0

（0）
0

（0）
0

（1）
0

（1）
6

（24）
51

（164）
13

（37）
13

（39）
83

（264）
東出
張所

0

（1）
0

（0）
0

（0）
0

（0）
0

（1）
4

（13）
26

（73）
7

（24）
5

（15）
42

（125）

北出
張所

0

（1）
0

（1）
0

（0）
0

（0）
0

（2）
4

（9）
15

（51）
1

（11）
3

（5）
23

（76）

計 0
（2）

0
（1）

0
（0）

0
（1）

0
（4）

14
（46）

92
（288）

21
（72）

21
（59）

148
（465）

●平成26年3月赤磐市内交通事故発生状況〈概数〉  （赤磐警察署調べ）

総件数 人身件数 死亡者数 重傷者数 軽傷者数 物損件数
26年3月中 105 21 0 2 29 84 
25年3月中 90 26 0 4 25 64 
増        減 15 -5 0 -2 4 20 
26年3月末 270 64 0 7 87 206 
25年3月末 243 64 1 7 78 179 
増        減 27 0 -1 0 9 27 

●今月の交通標語 「 本当に  安全ですか？  そのそくど 」

●5月の税などを期限内に納めましょう
固 定 資 産 税 1 期
軽 自 動 車 税 全期

※期限は6月2日まで

■施設案内
山陽ふれあい公園
フィットネスコート
　 オム ニコ ート（ 人 工
芝）4面。照明設備完備
で夜間もご利用いただ
けます。利用時間はふれ
あい公園の開館時間と
なります。
◇利用料金（１面あたり）  
◦市内料金／使用料…1時間300円 
　　　　　　照明料…1時間300円
◦市外料金／使用料…1時間600円 
　　　　　　照明料…1時間600円

●5月の休日当番医（窓口受付 9:00～17:00）

3日㈯ 佐伯北診療所 ☎954-2032

うえおか内科医院 ☎086-952-5665

4日㈰ うえの内科小児科医院 ☎956-0505

越宗医院 ☎957-3035

5日㈪ 梶原内科医院 ☎955-3750

景山医院 ☎995-2299

6日㈫ 小坂内科医院 ☎955-3344

マスカット整形外科医院 ☎086-229-2611

11日㈰ 赤磐医師会病院(小児科) ☎955-6688

あまの耳鼻咽喉科医院 ☎955-8191

18日㈰ 片山医院 ☎086-229-2166

粟井内科医院 ☎086-953-0617

25日㈰ 山本クリニック ☎955-8868

近藤内科 ☎086-953-1610

※■は、公益社団法人赤磐医師会管内の岡山市東区瀬戸町地域にある医療機関です。
　当番医については4月1日現在です。受診する場合は、あらかじめ確認してください。

●今月の相談（相談は無料で秘密は堅く守られます）
相談内容 日　　　時 場　　　所 問い合わせ先

【消費生活】 月曜日～木曜日（祝休日を除く）
10:00～16:00

本庁2階
消費生活相談室

本庁くらし安全課くらし安全班
☎955-4783

【無料法律】※要予約
岡山弁護士会所属弁護士
奥田　哲也・賀川　進太郎

5月9日㈮
13:00～16:00

桜が丘いきいき交流センター
小会議室

本庁協働推進課
人権・男女共同参画班
☎955-1114

【巡回無料法律】※要予約
岡山弁護士会所属弁護士
西尾　史恵

5月21日㈬
10:00～15:00

吉井会館
農事実習室

吉井支所市民生活課
☎954-1183

【なやみごと（人権）】
相談員／人権擁護委員

【行政】
相談員／行政相談委員

5月14日㈬
13:00～16:00

山陽産業会館2階
ふるさと交流室

本庁協働推進課
人権・男女共同参画班
☎955-1114

5月21日㈬
13:00～15:00

吉井会館
農事実習室

吉井支所市民生活課
☎954-1183
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●5月の検診・定期救急講習など
1 木

2 金

3 土 ㊡山陽郷土資料館 ㊡桜が丘出張所

4 日 ㊡山陽郷土資料館

5 月 ㊡山陽郷土資料館 ㊡桜が丘出張所

6 火 ㊡山陽郷土資料館 ㊡桜が丘出張所

7 水 ⃝1歳6か月児健診（山陽保健センター） 受付12:45～13:15

㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所

8 木

9 金 ★犯罪ゼロの日

10 土 ★交通安全日 ★交通事故・交通違反ゼロの日 ㊡桜が丘出張所

11 日

12 月 ㊡山陽郷土資料館

13 火 ⃝育児相談（山陽保健センター） 受付9:45～10:30

14 水 ㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所

15 木

16 金

17 土 ㊡桜が丘出張所

18 日

19 月 ㊡山陽郷土資料館

20 火 ⃝3歳児健診（山陽保健センター） 受付12:45～13:15

★交通事故・交通違反ゼロの日

21 水 ⃝2歳6か月児歯科健診（山陽保健センター） 受付12:45～13:15

㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所

22 木

23 金

24 土  ㊡桜が丘出張所

25 日 ⃝定期救急講習（赤磐市消防署東出張所会議室） 9:00～12:00

★交通安全日

26 月 ㊡山陽郷土資料館

27 火 ⃝乳児健診（山陽保健センター） 受付12:45～13:15

28 水 ㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所

29 木

30 金 ★交通事故・交通違反ゼロの日

31 土 ㊡桜が丘出張所

●5月のスポーツ施設スケジュール
山陽ふれあい公園 吉井B&G海洋センター

屋 内 プ ー ル
10:00

▼
20:30

13:00

▼
20:30

10:00

▼
16:30

10:00

▼
12:00

14:00

▼
16:00

18:30

▼
20:30

1 木 ○ ○ ○ ○
2 金 ○ ○ ○ ○
3 土 ○ ○ ○
4 日 ○ ○ ○
5 月 ○ ○ ○
6 火 ○ ○ ○
7 水 休館日 休館日
8 木 ○ ○ ○ ○
9 金 ○ ○ ○ ○

10 土 ○ ○ ○ ○
11 日 ○ ○ ○
12 月 休館日 休館日
13 火 ○ 休館日
14 水 ○ ○ ○ ○
15 木 ○ ○ ○ ○
16 金 ○ ○ ○ ○
17 土 ○ ○ ○ ○
18 日 ○ ○ ○
19 月 休館日 休館日
20 火 ○ 休館日
21 水 ○ ○ ○ ○
22 木 ○ ○ ○ ○
23 金 ○ ○ ○ ○
24 土 ○ ○ ○ ○
25 日 ○ ○ ○
26 月 休館日 休館日
27 火 ○ 休館日
28 水 ○ ○ ○ ○
29 木 ○ ○ ○ ○
30 金 ○ ○ ○ ○
31 土 ○ ○ ○ ○

○屋内プール一般開放

ライフ・カレンダー
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■開館時間と利用料金
◇山陽ふれあい公園 （☎955-4432）
　平日・土曜日 午前9時～午後9時（日曜日・祝日 午後5時まで）
　［プール］ 高校生以上400円、中学生以下200円

※市内在住で65歳以上の人、障害者手帳または療
育手帳をお持ちの人は利用料が半額になります。
受付へ証明書を提示してください。

　［トレーニングルーム］ 300円
※トレーニングルームのご利用は高校生以上で初心

者講習修了者に限ります。初心者講習は開館時間
内でいつでも受講できます。

◇吉井Ｂ＆Ｇ海洋センター（☎954-2323）
　平日・土曜日 午前9時～午後9時（日曜日・祝日 午後5時まで）
　［プール］ 高校生以上100円、中学生以下50円
　［トレーニングルーム］ 100円

※トレーニングルームのご利用は高校生以上です。

広報あかいわ（平成26年5月号）23



　教育委員会では、3月24日に開催し
た教育委員会会議で、新たに杉山高
志教育長（桜が丘西5丁目・67歳）を任
命しました。任期は3月24日から平成29
年9月15日までです。
■問い合わせ先

・教育委員会教育総務課
　☎955-6807

　市では、男女共同参画の推進に関する施策について、市
民の皆さんからの意見を幅広く反映させるため、赤磐市男女
共同参画推進審議会の委員を募集します。男女共同参画
社会実現に向けて、一緒に取り組める人をお待ちしています。
■募集人員　3人以内
■任期　平成26年7月1日〜平成28年6月30日
■応募資格　市内在住・在勤・在学の20歳以上（平成26年

4月1日現在）の人で、男女共同参画に関心と見識を持ち、
継続して平日に開催する会議に出席できる人

■応募方法　任意の用紙に「私が考える男女共同参画」に
ついての作文を800字以内でまとめ、住所、氏名、年齢、電
話番号、職業を記入して提出してください（郵送可）。

■応募期限　5月30日㈮ 必着
　※選考結果は、各個人あてに通知します。
■問い合わせ先
　・本庁協働推進課　☎955-1114
　　〒709-0898　赤磐市下市344

　2月26日、是里ワイン記念館で、第6回目となる「市長対話
室」を開催しました。是里ほか会場周辺の地区に在住の参
加者からは、医療や教育、定住対策などについて具体的な
提案や意見が多く出されました。
　市は、まちづくりに市民の皆さんの意見を幅広く反映させる
ための公聴事業として「市長対話室」を実施しています。申
込方法など、詳しくはお気軽にお問い合わせください。
■問い合わせ先　
　・本庁秘書企画課　☎955-4770

　市では、「第四期赤磐市障害福祉計画」の策定を行うた
め、障害当事者とその家族や保健、医療、福祉、教育、就労
の関係者などで構成する計画策定委員会を設置します。
　計画の見直しと策定に、市民の皆さんからの意見を反映さ
せるため、策定委員を募集します。
■募集人員　1人
■任期　委嘱日から計画策定（平成26年度）の完了まで
■応募資格　市内在住・在勤・在学の20歳以上（平成26年

4月1日現在）の人で、この計画の策定委員活動に関心が
あり、継続して平日に開催する会議に出席できる人

■応募方法　本庁社会福祉課または各支所健康福祉課に
備え付けの応募申込書に応募理由など必要事項を記入
し、提出してください（郵送・FAX可）。

■応募期限　5月30日㈮ 必着
　※選考結果は、各個人あてに通知します。
■問い合わせ先
・本庁社会福祉課　☎955-1115／FAX955-1118
　〒709-0898　赤磐市下市344

教育委員会教育長を任命

赤磐市男女共同参画推進審議会の
委員を募集します

市長とまちづくりについて語り合う
「市長対話室」開催

障害福祉計画策定委員会の委員を募集します

赤磐市民病院は3月31日をもって廃院となりました。4月1日からは、病院の建物で赤磐市民診療所として引き続き外来診療を行っています。

月 火 水 木 金 土
午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後

内　　科 中西
※①

中西
※②

中西
※①

中西
※②

休診

中西
※①

中西
※②

中西
※①

中西
※②

中西
※①

中西
※②

外　　科 吉田
※③

吉田
※④

松岡
※①

楳田
※③

楳田
※④

担当医
※①

整形外科 瀧川
※⑥

循環器科 山地
※⑤

泌尿器科 小林
※①（月2～3回）

※予告なく変更となる場合もありますので、ご了承ください。 （問い合わせ先／☎995-1251）
●受付と診療時間　　①受付 8:30～11:30／診察 9:00～12:30　　②受付14:30～16:30／診察15:00～17:15

③受付 8:30～11:30／診察10:00～12:30　　④受付13:00～15:30／診察13:30～16:00

⑤受付 8:30～11:00／診察 9:00～12:30　　⑥受付11:30～14:30／診察12:00～17:15  

赤磐市民診療所診察予定表（4月1日～）
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　平成21年3月31日以降に解雇などで離職した65歳未満の
国保加入者の負担が軽減されます。該当する人は届け出が
必要です。
■軽減の内容

・国民健康保険税を算定するときに給与所得を本来の額
の30%として計算し、負担を軽減します。

・高額療養費などの所得区分判定をするときにも給与所
得を本来の額の30%として算定します。

※ただし、給与所得以外の所得は軽減されません。また、同じ世
帯のほかの国保加入者の所得は通常の額として計算します。

■軽減される要件
・倒産、解雇など事業主都合により離職した人
・雇用期間満了などにより離職した人
※要件を満たしている人は雇用保険受給資格者証の「離職理由」欄

が11,12,21,22,23,31,32,33,34のいずれかのコードになっています。
■軽減期間　離職した翌日の月から翌年度末まで
■必要書類など　雇用保険受給資格者証・印鑑
■問い合わせ・申し込み先

・本庁市民課国保年金班　☎955-1113
・赤 坂 支 所 市 民 生 活 課　☎957-2222
・熊 山 支 所 市 民 生 活 課　☎995-1214
・吉 井 支 所 市 民 生 活 課　☎954-1183

　岡山県では、地域で青少年やその保護者が悩みや不安
を相談できるよう、青少年健全育成活動に熱意を持って取り
組まれている人を、青少年相談員として登録しています。
　非行やいじめ、友人関係の悩みなど、青少年に関するさま
ざまな相談に応じます。相談内容については、秘密を厳守し
ますので、安心してご相談ください。
　身近な青少年の善行を称える「わかば賞」の顕彰を行いま
す。青少年の善行を見かけたときは、ご連絡ください。
■山 陽 地 域　内山　 孝子　☎955-2688

白石　 光晶　☎955-5390
佐々木 政人　☎955-1780

■山陽・桜が丘地域　畑　　 啓允　☎955-4292
■赤 坂 地 域　越宗 　公彦　☎957-3178

幡山 　寛念　☎957-2528
野田 　惠子　☎957-3647

■熊 山 地 域　嘉数　 健二　☎995-0138（※勤務先）
實盛 さよ子　☎995-1123

■熊山・桜が丘地域　矢吹　 　保　☎995-1285
■吉 井 地 域　清水　 紀子　☎954-2349

小野田 和枝　☎958-2814
■問い合わせ先

・教育委員会社会教育課　☎955-0783

　身体･精神に障害のある人が通学･通院･通所･生業のた
めに使用する軽自動車については、その障害の等級により軽
自動車税が減免されます（ただし、自動車税を減免されてい
る人は軽自動車税の減免を申請することはできません）。
　該当者は、納税通知書到着後、担当課で手続きを行ってく
ださい。
■減免対象者

・軽自動車を所有する人で身体障害者手帳または精神
障害者保健福祉手帳などを持っている人（等級によっ
ては該当にならないこともあります）

・身体障害者などと生計を一にしている人で軽自動車を
常時介護に使用している人（ただし、車の所有者は原
則身体障害者など本人）　

■申請期限　5月26日㈪
■申請に必要なもの

・平成26年度軽自動車税納税通知書
・印鑑　　・運転免許証
・身体障害者手帳または精神障害者手帳など
・車検証（車検がある車）
※平成25年度に軽自動車税の減免を受けている人で、車の変更

がない場合は申請不要です。車を変更した人は、変更後の車で
申請が必要です。そのほかご不明な点はお問い合わせください。

■問い合わせ・申請先
・本庁税務課市民税班　☎955-0951
・赤坂支所市民生活課　☎957-2226
・熊山支所市民生活課　☎995-1214
・吉井支所市民生活課　☎954-1183

　給水装置工事や排水設備工事を行う業者として、市の指
定を受けようとする事業者の指定申請（給水装置は新規、排
水設備は新規と更新）を受け付けます。
■受付期間　6月2日㈪～30日㈪
■問い合わせ・申請先
・本庁上下水道課　☎955-2942

　市では、厳しさを増す財政状況に的確に対応していくため、
行財政改革の一環として、広報あかいわの裏表紙と市公式
ホームページのトップページに掲載する広告の募集を開始し
ます。詳しくは、取扱業者に直接お問い合わせください。
■広告取扱業者　株式会社ホープ　☎086-905-0670
■問い合わせ先
・本庁秘書企画課　☎955-4770

岡山県青少年相談員へご相談ください

平成26年度軽自動車税減免申請届け出はお済みですか？ 国民健康保険

市指定給水装置工事事業者と
下水道排水設備工事店の指定申請

広報あかいわと市ホームページに
掲載する広告を募集します
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●新規採用
旧　　　職 氏　名

保健福祉部　部長　 奥本　伸一
保健福祉部　参与　兼　社会福祉事務所　所長事務取扱　兼
社会福祉課　課長事務取扱　兼
子育て支援課　課長事務取扱　兼
山陽児童館　館長事務取扱

岩藤　正人

市立赤磐市民病院　病院長　 田中　良治
市立赤磐市民病院　副病院長　 平井　通雄
赤坂支所　支所長　 森　　　章
教育委員会　教育次長　 宮岡　秀樹
監査事務局　事務局長　 大上　直史
財務部　収納対策課　課長　 友谷　幸栄
市民生活部　市民課　課長　 鶴海　恵子
市立赤磐市民病院　看護部　看護師長　兼
訪問看護部　看護師長 宮岡　智子

建設事業部　上下水道課　参事　 杉本　　進
会計課　課長　 福内　正浩
赤坂支所　市民生活課　課長　 林　　哲久
吉井支所　産業建設課　課長　 竒峯　正二
教育委員会　中央公民館　館長　 藤原　輝之
消防署　署長 平尾　　彰
保健福祉部　石相保育園　園長　 道満　潤子
保健福祉部　笹岡保育園　園長　 繁松　桂子
教育委員会　ひかり幼稚園　園長　 小林　一恵
教育委員会　社会教育課　副参事（県に帰任）　 高田恭一郎
教育委員会　熊山公民館　館長（課長補佐級）　兼
教育委員会　熊山図書館　館長（課長補佐級）　兼
教育委員会　熊山分室　分室長（課長補佐級）

渋谷　陽子

教育委員会　赤坂公民館　館長（課長補佐級）　兼
笹岡公民館　館長（課長補佐級）　兼
赤坂図書館　館長（課長補佐級）　兼
教育委員会　赤坂分室　分室長（課長補佐級）

越宗　博子

消防署　副署長 則武　敬三
保健福祉部　軽部保育園　園長補佐　 戸川　明子
産業振興部　商工観光課　主幹（県に帰任）　 郷良　圭史
教育委員会　学校教育課　主査（県に帰任） 森本　　治
消防署　北出張所　主査 西山　晴吾
保健福祉部　仁美保育園　保育士　 矢吹　麻弓
保健福祉部　黒本保育園　保育士　 有吉由貴絵
教育委員会　中央学校給食センター　主任調理員 阿部　睦子
通信指令室　消防士 伊久　篤志

職　　　名 氏　名
総合政策部　参与（岡山県警察本部割愛職員） 小寺　康生
総合政策部　秘書企画課　主幹（県から派遣） 中原　孔明
教育委員会　学校教育課　主幹（県から派遣） 原田　敏和
教育委員会　社会教育課　主幹（県から派遣）　 金田　善敬
総合政策部　秘書企画課　主事補　 平山　優貴
財務部　税務課　主事補 森山　友裕
市民生活部　市民課　主事補 土山　文子
市民生活部　市民課　主事補 平尾　和也
保健福祉部　軽部保育園　保育士　 信砂　知恵
保健福祉部　佐伯北保育園　保育士　 末廣　　彩
保健福祉部　周匝保育園　保育士　 延原友加里
保健福祉部　仁美保育園　保育士　 村上　佳穂
市民生活部　環境課　赤磐市環境センター　主任技術員　 藤原　　睦
市民生活部　環境課　赤磐市環境センター　主任技術員　 秋久　浩一
市民生活部　環境課　赤磐市環境センター　技術員　 伊豆田　学
市民生活部　環境課　赤磐市環境センター　技術員　 竹内　貴紫
市民生活部　環境課　赤磐市環境センター　技術員　 大森　郁夫
教育委員会　山陽幼稚園　教諭　 額田　麻耶
教育委員会　山陽北幼稚園　教諭　 徳光香奈子
消防総務課　消防士 松田　和晃
総合政策部　秘書企画課　主事（再任用） 宮岡　秀樹
総務部　くらし安全課　主事（再任用） 平尾　　彰
市民生活部　市民課　主事（再任用） 鶴海　恵子
市民生活部　環境課　主事（再任用） 杉本　　進
産業振興部　農林課　主事（再任用） 森　　　章
赤坂支所　健康福祉課　主事（再任用） 林　　哲久
熊山支所　市民生活課　主事（再任用） 大上　直史
吉井支所　健康福祉課　主事（再任用） 藤原　輝之

部　名 課　名 職　　　名 氏　名 前　　職

教育委員会

ひかり幼稚園 園長 山﨑　孝江 教育委員会　いわなし幼稚園　園長　
山陽北幼稚園 園長 安東　和美 教育委員会　山陽幼稚園　園長　

いわなし幼稚園 園長 小野　美樹 教育委員会　学校教育課　主幹
中央学校

給食センター 所長 久山　勝美 吉井支所　市民生活課　副参事　

社会教育課

課長　兼
スポーツ振興課　課長　兼
青少年育成センター　所長　兼
郷土資料館　館長

前田　正之 教育委員会　教育総務課　副参事　

中央公民館 館長 土井　道夫 教育委員会　社会教育課　副参事　

吉井公民館

館長　兼
吉井図書館　館長　兼
吉井生涯学習センター　所長　兼
教育委員会　吉井分室　分室長

湯本　篤志

教育委員会　吉井公民館　館長（課長補佐級）　兼
吉井図書館　館長（課長補佐級）　兼
吉井生涯学習センター　所長（課長補佐級）　兼
教育委員会　吉井分室　分室長（課長補佐級）

中央図書館 館長 三宅　康栄 教育委員会　中央図書館　副参事　

消防本部
予防課 課長 矢部　敬史 消防本部　通信指令室　副室長
警防課 参事 片山　圭司 消防署　北出張所　消防出張所長
消防署 署長 岡村　博志 消防本部　予防課　課長

●退職・退任者
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市役所の

●4月1日付け部長・課長・園長級異動 （ ■は部長級 ）
部　名 課　名 職　　　名 氏　名 前　　職

監査事務局 事務局長 元宗　昭二 赤坂支所　健康福祉課　課長　

総合政策部
部長 池本　耕治 総務部　部長　兼

総合政策室　室長事務取扱　
秘書企画課 課長 徳光　哲也 教育委員会　中央学校給食センター　所長

総務部

部長 岡本　衛典 総務部　総務課　課長
総務課 課長 入矢五和夫 総務部　総務課　副参事

総務課付 参事
（岡山県後期高齢者医療広域連合へ派遣） 中永　光一 総務部　総務課付　副参事

（岡山県後期高齢者医療広域連合へ派遣）

財務部
部長 近藤　常彦 総務部　秘書企画課　課長

収納対策課 課長 土井　常男 財務部　税務課　副参事　

市民生活部
部長 小坂　孝男 市民生活部　部長　兼

協働推進課　課長事務取扱
市民課 課長 作本　直美 市民生活部　市民課　副参事

協働推進課 課長 新本　和代 熊山支所　市民生活課　課長

保健福祉部

部長　兼
社会福祉事務所　所長事務取扱 石原　　亨 財務部　部長

赤磐市民診療所　診療所長 中西　　豊 市立赤磐市民病院　医長
佐伯北診療所　診療所長 牧野　浩二 吉井支所　佐伯北診療所　診療所長

社会福祉課 課長 国正　俊治 保健福祉部　社会福祉課　副参事　

子育て支援課 課長　兼
山陽児童館　館長 国定　信之 教育委員会　スポーツ振興課　課長　

石相保育園 園長 橋本　主子 保健福祉部　石相保育園　園長補佐　
笹岡保育園 園長 前田　信美 保健福祉部　佐伯北保育園　園長補佐

赤磐市民診療所 看護師長 藤原　裕子 市立赤磐市民病院　看護部　看護師長補佐　兼
訪問看護部　看護師長補佐

建設事業部
部長 田中　富夫 建設事業部　部長　兼

建設課　課長事務取扱
建設課 課長 中川　裕敏 建設事業部　建設課　参事　
建設課 参事 是松　　誠 建設事業部　建設課　副参事　

会　　　  計　　　  課 課長 栗原　雅之 教育委員会　中央図書館　館長　

赤坂支所

支所長　 正好　尚昭
教育委員会　社会教育課　課長　兼
青少年育成センター　所長　兼
郷土資料館　館長

市民生活課 課長 歳森　正年 吉井支所　市民生活課　課長　兼
吉井支所仁堀出張所　所長

健康福祉課 課長 青井　陽子 保健福祉部　介護保険課　副参事　

熊山支所

支所長　 山田　長俊 熊山支所　支所長　兼
市立赤磐市民病院　事務局　事務長事務取扱

市民生活課 課長 藤原　利一 熊山支所　健康福祉課　課長　

健康福祉課 課長 井本　輝夫
財務部　管財課　桜が丘いきいき交流センター　所長　兼
市民生活部　市民課　参事　兼
桜が丘出張所　所長

吉井支所

市民生活課 課長　兼
吉井支所仁堀出張所　所長 長田　忠芳 吉井支所　健康福祉課　課長　兼

子育て支援センター　所長

健康福祉課 課長　兼
子育て支援センター　所長 石原万輝子 吉井支所　健康福祉課　副参事　

産業建設課 課長 有馬　唯常 吉井支所　産業建設課　副参事　

教育委員会
教育次長　 奥田　智明 教育委員会　教育総務課　課長　

教育総務課 課長 藤井　和彦 財務部　財政課　副参事　
山陽幼稚園 園長 徳光　裕子 教育委員会　山陽北幼稚園　園長　

人事異動
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市職員給与・定員管理  の状況
④特殊勤務手当（平成25年4月1日現在）

区　　　　　　分 全職種

職員全体に占める手当支給職員の割合
（平成24年度） 20.7㌫

支給対象職員１人当たり平均支給年額
（平成24年度決算） 231千円

手当の種類（手当数） 10

手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務

防疫等作業手当 防疫作業従事職員 感染症の防疫業務

ごみ処理手当 ごみ処理作業
従事職員 ごみの処理業務

下水処理手当 下水処理作業
従事職員 下水の処理業務

放射線業務手当 診療エックス線
技師

放射線を
照射する業務

医師業務手当 医　　師 医師の業務

検査業務手当 臨床検査技師 検査の業務

夜間看護業務
手当 看護師・准看護師 深夜の看護などの

業務

出動手当 消防職員 救急救助、火災など
への出動業務

夜間通信勤務
手当 消防職員 夜間の通信業務

高所作業手当 消防職員 高所での訓練、
消防活動業務

⑤その他（平成25年4月1日現在）

扶養手当

区　　分 月　　額

配偶者 13,000円

配偶者以外の
扶養者

6,500円（配偶者がな
い場合、うち1人につい
ては月額11,000円）

満16歳の年度
初めから満22歳の
年度末までの子

5,000円加算
／１人につき

住居手当 借家（月額12,000円を超える家賃を支払っている
場合家賃の月額により）支給限度額月額27,000円

通勤手当

交通機関
利用職員

定期代の月額
（支給単位期間に基づく）

支給限度額 55,000円

交通用具
利用職員

通勤距離区分により支給
（月額2,400円～24,500円）

9） 特別職の報酬等の状況（平成25年4月1日現在）

区　　分 給料・報酬月額
※期末手当支給割合

6月期 12月期 計

給
　
料

市　長 890,000円
（減額後 845,000円） 1.425

月分
1.525
月分

2.95
月分

副市長 700,000円
（減額後 679,000円）

報
　
　
酬

議　長 455,000円
1.6

月分
1.75月

分
3.35
月分副議長 380,000円

議　員 350,000円

※実支給割合は､市長､副市長の場合､上記率に140/100を、議長､副議
　長､議員の場合、115/100を乗じて得た割合となります｡
※市長・副市長の減額後給料は平成25年10月1日現在

10） 定員〔部門別職員数〕の状況（各年4月1日現在）

区　　分
職員数（人） 対前年

増減数 主な増減理由平成
25年

平成
24年

一　
般
　
行
　
政

議　会 5 5
総　務 93 96 △3 業務見直し
税　務 19 18 1 収納対策業務の強化
民　生 58 58

衛　生 45 39 6 医療体制の見直し及び
衛生業務の強化

労　働
農　水 23 23
商　工 8 6 2 企業誘致業務の強化
土　木 22 25 △3 業務見直し
小　計 273 270 3

教　　　育 109 114 △5 給食センター統合及び欠
員不補充

消　　　防 84 82 2 研修派遣に伴う欠員の
補充

公
営
企
業
等

病　院 47 42 5 その他の国保診療所職
員を本項目に計上

水　道 10 9 1 水道事業の業務増加
下水道 7 8 △1 業務見直し

その他 25 30 △5 国保診療所職員を病院
に計上

小　計 89 89
合　　　計 555 555

※職員とは､一般職の職員をいい休職者･派遣職員を含み臨時･非常勤
　職員を除きます。
※職種などの計上方法が異なるため、他表の職員数と差を生じる場合が
　あります。

市職員の給与は､給与条例などの審議を通じ､また予算書や決
算書で公表していますが､市民の皆さんに､より一層のご理解を
いただくため､その状況についてお知らせします。
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市職員給与・定員管理  の状況
1） 人件費の状況（平成24年度普通会計決算）

住民基本
台帳人口

歳出額
（A）

人件費
（B）

人件費率
（B/A）

〈参考〉
平成23年度の
人件費率

（平成24年度末）

45,034人
千円

20,014,499
千円

3,963,722 19.8㌫ 22.6㌫

※人件費には、議員、首長などの報酬、給料などが含まれています。

2） 職員給与費の状況（平成24年度普通会計決算）

職員数
（A）

給　　　　与　　　　費 １人当たり
給与費

（B/A）給　料 職員手当
（期末・勤勉除）

期末･勤勉
手当 計（B）

465人 千円
1,694,262

千円

260,932
千円

615,316
千円

2,570,510
千円

5,528
※職員手当とは、扶養手当、通勤手当、時間外勤務手当、管理職手当などです。

3） 職員の平均給料月額及び平均年齢の状況（平成25年4月1日現在）
区　　　分 平均給料月額 平均年齢

一般行政職

赤磐市 323,400円 43.4歳

（減額後） 314,900円 44.0歳

国 332,446円
43.1歳

（減額後） 307,220円
※赤磐市の減額後給料は平成25年10月1日現在

4） 職員の初任給の状況（平成25年4月1日現在）
区　　　分 赤磐市 国

一般行政職
大学卒 172,200円 172,200円

高校卒 140,100円 140,100円

5） 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成25年4月1日現在）
区　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一　般
行政職

大学卒 244,725円 293,133円 343,833円

高校卒 − 235,350円 −

6） 一般行政職の給与水準の状況

ラスパイレス指数

103.1 〈参考値 95.3〉
（平成25年4月1日現在）

99.9
（平成25年10月1日現在）

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場合の地方
　公務員の給与水準を示す指数です。
※「参考値」は、国家公務員の時限的な（2年間）給与改定特例法による 
　措置が無いとした場合の値を表しています。
※赤磐市では、平成25年10月1日から給与減額措置を実施しました。

7） 一般行政職の職務分類別職員数の状況（平成25年4月1日現在）

主な職務内容 主事補 主　事 係　長 主　幹

行政職給料表
（一） 1級 2級 3級 4級

職員数 19人 28人 90人 56人

構成比 7.1㌫ 10.4㌫ 33.5㌫ 20.8㌫

主な職務内容 課長補佐 課　長 部　長
計行政職給料表

（一） 5級 6級 7級

職員数 28人 34人 14人 269人

構成比 10.4㌫ 12.6㌫ 5.2㌫ 100.0㌫

8） 職員手当
①期末･勤勉手当（平成25年4月1日現在）

支　　　給　　　割　　　合

区　　　分 期末手当 勤勉手当

６月期 1.225月分 0.675月分

12月期 1.375月分 0.675月分

計 2.60月分 1.35月分

制度上の段階、職務の級などによる加算措置 有

②時間外勤務手当（平成24年度決算）

支 　 　 給 　 　 総 　 　 額 82,717千円

職員１人当たり平均支給年額 228千円

③退職手当（平成25年4月１日現在）

区　　　分 自己都合 勧奨･定年

勤続20年 23.03月分 28.79月分

勤続25年 32.83月分 38.96月分

勤続35年 46.55月分 55.86月分

最高限度額 55.86月分 55.86月分

１人当たり平均支給額（平成24年度） 22,036千円
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◎
問
い
合
わ
せ
先

・
本
庁
健
康
増
進
課

　

☎（
９
５
５
）１
１
１
７

・
赤
坂
支
所
健
康
福
祉
課

　

☎（
９
５
７
）４
８
２
２

・
熊
山
支
所
健
康
福
祉
課

　

☎（
９
９
５
）１
２
９
３

・
吉
井
支
所
健
康
福
祉
課

　

☎（
９
５
４
）１
３
７
４

◆
個
別
検
診
実
施
期
間

　

６
月
１
日
～
12
月
31
日

　

期
間
の
後
半
は
混
雑
が
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
、
早
め
に
受
診
を
お
願
い

し
ま
す
。

◆
実
施
医
療
機
関

　

広
報
あ
か
い
わ
５
月
号
に
掲
載
す

る
予
定
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
６
月

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
自
己
負
担
額

　

下
記
の
表
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

今
年
度
よ
り
各
種
検
診
の
自
己
負

担
額
が
変
わ
り
ま
す
。

　

集
団
検
診
と
個
別
検
診
で
は
自
己

負
担
額
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
確

認
の
う
え
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
持
参
品

・
受
診
票
兼
問
診
票

　

受
診
の
際
は
、
必
ず
個
別
検
診
用

の
受
診
票
兼
問
診
票
を
医
療
機
関
へ

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
事
前
に
担
当

課
窓
口
で
交
付
し
ま
す
の
で
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

・
健
康
手
帳

　

健
康
手
帳
を
お
持
ち
で
な
い
人
は
、

事
前
に
担
当
課
窓
口
で
交
付
し
ま
す

の
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。 

・
検
診
費
用
（
自
己
負
担
金
）

６
月
か
ら
各
種
検
診
の
個
別
検
診
が
始
ま
り
ま
す
。

今
年
度
か
ら
新
た
に
、
胃
が
ん
検
診
の
個
別
検
診
が

追
加
さ
れ
ま
す
。

個
別
検
診
は
ご
自
身
の
都
合
の
良
い
と
き
に

受
診
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

個
別
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う

表 ： 平成26年度 各種検診の内容および自己負担額一覧

検診名 対象年齢
集団検診 個別検診

検診内容など
69歳以下 70歳以上 69歳以下 70歳以上

胃がん検診 40歳以上 1,300円 400円 3,290円 1,100円
胃レントゲン撮影（バリウムによる胃透視）…特定健康診
査と同時実施（集団検診）です。胃がん検診のみでも受診
できます。

大腸がん検診 40歳以上 300円 100円 便潜血反応検査（検便2日分）…大腸がん検診の「検査セッ
ト」のない人は担当課窓口や検診会場でお渡しします。

肺がん検診
（レントゲン）

40歳以上
無　料

胸部レントゲン撮影（間接撮影）…結果が「異常なし」の人
には結果通知はしません。65歳以上の人で、市の結核検
診を受診しない人は、胸部レントゲン検診の受診票兼問
診票に受診しない理由を記入して各地域の担当課窓口ま
で提出してください。

（喀
か く た ん

痰検査） 800円 300円 喀痰検査（痰中のがん細胞検査）

結核検診
（レントゲン） 65歳以上 無　料 胸部レントゲン撮影（間接撮影）

子宮頸がん検診 20歳以上
の女性 1,200円 400円 2,160円 700円 医師による視診・内診、子宮頸部細胞診

乳がん検診
（視触診）

30歳以上
の女性 600円 200円 900円 300円 医師による視診・触診

（マンモグラフィ）

40歳以上
の女性

40歳～49歳
1,800円

400円

40歳～49歳
1,400円

500円
マンモグラフィ（乳房レントゲン）＜40歳代は2方向、50歳
以上は1方向＞…市で実施する視触診（平成26年度）を受
診した人が対象になります。50歳～69歳

1,100円
50歳～69歳
1,300円

（視触診とマンモ
グラフィ併用）

40歳～49歳
2,200円

700円 医師による視診・触診とマンモグラフィ（乳房レントゲン）
＜40歳代は2方向、50歳以上は1方向＞50歳～69歳

2,100円

前立腺がん検診 50歳以上
男性 600円 200円 血液検査（ＰＳＡ値測定）…特定健康診査と同時実施（集

団検診）です。前立腺がん検診のみでも受診できます。

肝炎ウイルス
検査

40歳以上70歳
以 下 の 人 でこ
の 検 査を受け
たことのない人

600円 200円

特定健診併用
1,400円

特定健診併用
500円

血液検査（ＨＣＶ抗体・ＨＢｓ抗原）…特定健康診査と同時
実施です。肝炎ウイルス検査のみでも受診できます。
※広報あかいわ4月号で対象年齢を40歳以上71歳以下として

いましたが、40歳以上70歳以下です。
肝炎単独
2,500円

肝炎単独
800円
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胃がん　　　　　 大腸がん　　　　　　　　

がんは早期発見・早期治療が大切です
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検診で発見された人 検診で発見された人

検診以外で発見された人 検診以外で発見された人

５年生存率を見てみると…
（５年生存率とは、がんの治療開始時を0年として、

５年後生きている人の割合です）

胃がん・大腸がん・子宮がん・乳が
ん・肺がんなど、すべてのがんで、
検診でがんが見つかり治療をした
人の方が、検診以外でがんが見つ
かった人に比べ、5年生存率が高く
なっています。

（岡山県におけるがん登録【平成16～20年】 ・ 岡山県の成人保健【平成19～21年度】より）

検診以外でがんが
見つかった人の5年生存率が62.3％

なのに対し、検診でがんが見つかった人は、

93.8％です。

検診以外でがんが
見つかった人の5年生存率が72.1％

なのに対し、検診でがんが見つかった人は、

99.4％です。

日本人の２人に１人ががんになり、３人に１人ががんで亡くなられています。
早期発見・早期治療のためにぜひ検診を受けましょう。

93.8

62.3

99.4

72.1

子宮がん　　　　　
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％

検診で発見された人

検診以外で発見された人

検診以外でがんが
見つかった人の5年生存率が73.5％

なのに対し、検診でがんが見つかった人は、

93.0％です。

93.0

73.5

岡山県国民健康保険団体連合会
マスコットキャラクター「ハレルン」
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　「出前講座」は、市民の皆さんが健康づくりをするた
めに市職員（保健師、栄養士など）が、皆さんのところに
お話の「出前」をする講座です。
　地域でのちょっとした集まり、学校・会社の研修など
健康について手軽に学んでみませんか。

● ご 利 用 案 内 ●
申し込み
できるのは？ 市内に在住・在学・在勤している人で、原則として１０人程度のグループ。

開催時間 原則として平日の午前９時から午後５時までの間で、３０分から１時間程度です。
それ以外の日時をご希望の場合は、申し込み時にご相談ください。

会　場 場所は市内とし、会場の確保や準備、会場使用料・運営費の負担、
当日の受付・進行などは全て皆さんでお願いします。

講師料 講師料は無料です。

申し込み方法 講座開催希望日の１か月前までに、申し込み先までご連絡ください。

申込書 担当課でお渡しします。市ホームページからもダウンロードできます。

簡単にできる
健康づくりのお話を
聞いてみませんか。

市職員（保健師・栄養士など）がお話を出前します

出前講座
いきいき 健康づくり

愛育委員栄養委員共催企画

第１回 運動教室 in 熊山
６月３日㈫ 午前10時～１１時３０分
（受付 ： 午前９時３０分〜 熊山英国庭園集合）
バラがきれいなこの時期に、こころのリフレッシュをしながら体を動かしませんか。
●内容／健康体操と熊山英国庭園周辺ウォーキング　 　●持参品／飲み物、帽子
●申込締切日／５月２９日㈭　　●申し込み先／本庁健康増進課、各支所健康福祉課
※市内各地域で全４回運動教室を行います。３回以上参加された人には健康グッズのプレゼント

など、お楽しみがあります。
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● 出前講座一覧 ●
今年度はこのような内容を企画しました。皆さんからのご連絡をお待ちしています。

種類 番号 テ ー マ 内　　　　　容

子どもの
健康

① 育児力UP！
ほめて育てる方法 イライラを減らして子育てを楽しむためのお話

② 子どもの成長を知って
楽しく関わっていこう お子さんの個性を大切にして、成長によりそうためのお話

③ よくわかる病院の
かかり方

体調が悪くなったらどうしたらいい？ 体調不良時の対応と
上手な病院へのかかり方についてのお話

大人の
健康

④ 食事のお悩み
解決します！

塩分や糖分が気になるけど、どうすりゃあええ？ 健康づくり
につながる食事の工夫のお話

⑤ 今すぐできる
がん予防

日本人の２人に１人はがんになり、全死亡者の３人に１人はが
んで亡くなります。今すぐできるがん予防のお話

⑥ 今日からはじめよう
メタボ予防

元気に長生きするために、高血圧・糖尿病・脳卒中など生活
習慣病予防のためのお話

⑦ 春夏秋冬「流行期の
感染症に要注意！」

ノロウイルス・ロタウイルス・インフルエンザなど季節ではや
る病気のお話

⑧ あなたは大丈夫？
こころの健康

現代病のひとつであるうつや睡眠などこころの健康につい
てのお話

⑨ 美しく年を重ねる
ヒント

骨粗鬆症予防、女性がん予防、更年期障害への対処法など
女性の健康についてのお話

■問い合わせ・申し込み先
◦山陽地域…本　　庁 健康増進課 ☎955-1117　◦赤坂地域…赤坂支所 健康福祉課 ☎957-4822

◦熊山地域…熊山支所 健康福祉課 ☎995-1293　◦吉井地域…吉井支所 健康福祉課 ☎954-1374

●昨年度の教室の様子
＜参加者の声＞
◦ゆっくりと分かりやすいお話で良かった。
◦いすに座って手軽にできる「腰痛体操」を教え
てもらえて良かった。
◦健康について、分かっていても
なかなか今までできていなかっ
たことを、これからは一人
ひとりが意識して生活し
なければと思った。

広報あかいわ（平成26年5月号）33



市
で
は
、
厚
生
労
働
省
の
地
域
支
援

事
業
実
施
要
綱
に
沿
っ
て
、
65
歳

以
上
の
人
で
要
介
護
・
要
支
援
認
定
を
受

け
て
い
な
い
人
へ
、
介
護
予
防
の
た
め
に

「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
を
お
送
り
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
平
成
25
年
度
に
満
65
歳
に

な
っ
た
人
と
転
入
し
て
き
た
66
歳
以
上
の

人
で
、
い
ず
れ
も
要
介
護
・
要
支
援
認
定

を
受
け
て
い
な
い
人
へ
、
５
月
中
に
「
基

本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
を
お
送
り
し
ま
す
。

　

各
項
目
に
回
答
し
、
同
封
の
返
信
用
封

筒
に
入
れ
、
切
手
を
貼
ら
ず
に
ポ
ス
ト
へ

投
か
ん
し
て
く
だ
さ
い
。

　

返
送
し
て
い
た
だ
い
た
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
を
確
認
し
、
運
動
機
能
の
低
下
、
低
栄

養
状
態
、
口
腔
機
能
の
低
下
、
閉
じ
こ
も

り
、
認
知
症
、
う
つ
状
態
な
ど
の
有
無
を

判
定
し
ま
す
。
判
定
の
結
果
、
生
活
機
能

の
低
下
が
疑
わ
れ
る
人
に
は
、
市
で
行
っ

て
い
る
介
護
予
防
事
業
の
ご
案
内
を
郵
送

し
ま
す
。

　

生
活
機
能
と
は
、
心
や
体
の
働
き
に
加

え
、
家
事
や
外
出
な
ど
日
常
生
活
を
送
る

上
で
必
要
と
な
る
機
能
の
こ
と
で
す
。

　

健
康
維
持
の
た
め
に
は
、
病
院
や
薬
の

み
に
頼
る
の
で
は
な
く
、
年
齢
と
と
も
に

現
れ
る
生
活
機
能
低
下
の
サ
イ
ン
を
見
逃

さ
ず
、
早
め
に
介
護
予
防
に
取
り
組
む
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

日
常
生
活
の
中
で
、
生
活
機
能
低
下
の

傾
向
を
感
じ
た
ら
、
早
め
に
介
護
予
防
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　

皆
さ
ん
が
今
後
も
住
み
慣
れ
た
地
域

で
、
い
き
い
き
と
自
立
し
た
生
活
を
送
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
次
の
こ
と
に
気

を
付
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

・
要
介
護
・
要
支
援
状
態
に
な
る
こ
と
を

で
き
る
限
り
防
ぐ
こ
と

・
要
介
護
・
要
支
援
状
態
に
な
っ
た
と
し

て
も
、
こ
れ
以
上
状
態
が
悪
化
し
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と

　

市
で
は
、【
運
動
機
能
の
向
上
】・【
口

腔
機
能
の
向
上
】・【
認
知
症
予
防
】
の
介

護
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
盛
り
込
ん
だ
「
お

達
者
塾
」
を
山
陽
４
会
場
、
赤
坂
・
熊
山

各
１
会
場
、
吉
井
２
会
場
で
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、今
年
度
は【
認
知
症
予
防
】の「
脳

の
い
き
い
き
健
康
教
室
」
を
赤
坂
・
熊
山

各
１
会
場
ず
つ
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

介
護
予
防
事
業
に
参
加
し
て
み
た
い
人

や
、
介
護
予
防
に
つ
い
て
も
っ
と
詳
し
く

知
り
た
い

人
は
、
各
地

域
の
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
ま
で
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

〈
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
〉

・
本　
　

庁
（
本
庁 

介
護
保
険
課
内
）

　

☎（
９
５
５
）１
４
７
０

・
赤
坂
分
室
（
赤
坂
支
所
健
康
福
祉
課
内
）

　

☎（
９
５
７
）４
８
２
２

・
熊
山
分
室
（
熊
山
支
所
健
康
福
祉
課
内
）

　

☎（
９
９
５
）２
３
５
０

・
吉
井
分
室
（
吉
井
支
所
健
康
福
祉
課
内
）

　

☎（
９
５
４
）１
１
１
２

｢
基
本
チ
ェッ
ク
リ
ス
ト
」で

生
活
機
能
の
チ
ェッ
ク
を
し
ま
し
ょ
う

生
活
機
能
の
低
下
を
見
逃
さ
な
い
で

介
護
予
防
と
は

介

護

予

防

の

た

め

に
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市
で
は
、「
協
働
」
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
た

め
、
そ
の
基
本
的
事
項
を
定
め
た
『
赤
磐

市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
指
針
』
を
指
針
策

定
チ
ー
ム
（
11
人
）
と
「
協
働
」
で
策
定

し
ま
し
た
。

　

策
定
に
関
し
て
は
「
分
か
り
や
す
く
て
、

読
み
や
す
い
指
針
」
を
目
標
に
掲
げ
、
３

回
の
勉
強
会
と
13
回
の
指
針
策
定
会
議
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

折
り
込
み
の
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
指

針
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

本
市
の
「
協
働
」
の
取
り
組
み
は
、

こ
れ
か
ら
が
本
番
で
す
。
一
人
ひ
と
り

の
一
歩
は
、
き
っ
と
大
き
な
力
に
な
る

は
ず
で
す
。

　
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
主
役
は
、

あ
な
た
自
身
で
す
。

　

住
み
よ
い
ま
ち
を
築
く
た
め
に
、
ま

ず
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
！

【
指
針
策
定
チ
ー
ム 

チ
ー
ム
長
】

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

小
川
孝
雄  

さ
ん

「
赤
磐
市
を
誇
れ
る
ま
ち
に
！ 

市
民
も

行
政
と
共
に
主
役
に
な
っ
て
考
え
、
参

加
し
創
っ
て
い
く
こ
と
が
指
針
の
キ
ー

ワ
ー
ド
で
す
」

【
指
針
策
定
チ
ー
ム 

副
チ
ー
ム
長
】

　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
塾
１
期
生

　

森
本
明
子 

さ
ん

「『
協
働
』
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
深
め

ま
し
た
。
こ
の
指
針
が
ま
ち
を
良
く
す

る
一
つ
の
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
い

ま
す
」

指針策定チーム員会議の様子

協働のまちづくり指針経過報告会「行こう！ しゃべり場」の様子

「協働」とは？
→ 市民、地区・町内会、市民活動
団体、企業、行政などが地域を良
くするために、お互いの特性や
能力を生かしながら協力して行
動すること。

「協働」のまちづくり指針とは？
→ 「協働」のまちづくりに取り組
むための考え方やルールをまと
めたもの。

アクションプログラム 〜 「協働」を具体的に進める４つの柱 〜
 『赤磐市協働のまちづくり指針』を具体的かつ計画的に実施するための行動計画として、【赤磐市協
働のまちづくり指針アクションプログラム】も作成しました。

　■ 市民・ＮＰＯ・ボランティア支援（協働情報の発信、市民活動に関する相談機能強化）
　■ 協働事業の仕組みづくり（まちづくりワークショップの開催）
　■ 人材育成（まちづくり人材養成講座・市職員研修の開催）
　■ 協働のまちづくり指針の普及・促進（協働のまちづくり推進委員会〔仮称〕の組織化）　など

好
き
だ
よ
こ
の
ま
ち
！

み
ん
な
の
力
で
住
み
よ
い
ま
ち
に
！

〜「
協
働
」の
ま
ち
づ
く
り
指
針
策
定
〜
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　３月３日、赤磐市消防本部で周匝区に感謝状が贈
呈されました。
　２月８日の午前１時15分ごろ、周匝地内で発生した
建物火災現場に駆け付けた周匝区民と下之町第三
常会員数人は、自宅から持ち寄った消火器や近くの
消火栓を利用して消火活動を行いました。雪が降り
積もる中、果敢な消火活動により、隣接する民家へ
燃え移ることもなく、早期に火災を鎮めることができ
ました。
　周匝区民の勇敢な消防業務への協力に対し、代表
として角南区長、景山常会長に赤磐市消防本部消防
長より感謝状が贈呈されました。

T

タウン・トピックス

2014.3

果敢な消火活動で早期に鎮火
周匝区へ感謝状の贈呈

　３月９日、中央公民館で第11回赤磐市音楽祭が開
かれました。
　今回は、「弦楽五重奏による名曲ア・ラ・カルト」
と題し、観客の皆さんが一度は耳にしたことがある親
しみやすい春の曲を中心に２時間の演奏会でした。
　演奏の素晴らしさはもちろんのこと、途中に演奏
者の皆さん自身による楽器の紹介や、今の楽器を始
めたきっかけ、幼少時代のレッスンのことなどユーモ
ラスなお話があり、明るく和やかな雰囲気の中で本
格的な弦楽五重奏を楽しむことができました。

弦楽五重奏から春を感じる
第11回赤磐市音楽祭

　３月１日、赤磐市穂崎にある史跡・両宮山古墳の第
４次発掘調査現地説明会を開催しました。雨天にも
かかわらず地元住民など100人が参加し、担当者の
説明をききながら調査状況を見学しました。
　発掘調査は、濠の波浪で浸食された墳丘第１段斜
面の保存を検討するための事前調査として１月中旬
から２カ月間実施したものです。
　両宮山古墳は岡山県第３位の墳丘規模を誇る大形
の前方後円墳です。墳丘周囲には水をたたえた濠
がありますが、現在は農業用ため池として利用され
ています。
　濠の底はヘドロなどで埋まっていますが、前方部
の墳丘第１段斜面の一部は古墳時代当時の墳丘面
が残っている可能性が考えられました。また、普段
は満水の濠ですが、
水を抜き、古墳の形
をよく観 察 すること
ができました。

前方後円墳の発掘調査について担当者が説明
両宮山古墳発掘調査現地説明会
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　３月23日、赤坂ファミリー公園で第９回赤磐市消防
操法訓練大会が開催されました。今回は自動車ポン
プの部に４チーム、小型動力ポンプの部に１７チーム
が参加しました。当日は天候にも恵まれ、日ごろの
訓練の成果を発揮するのにふさわしい操法日よりと
なりました。
　当日の結果は次のとおりです。

【小型動力ポンプの部】
◦優　勝…吉井方面隊第２分団第３部
◦準優勝…吉井方面隊第３分団
◦第３位…吉井方面隊第１分団第３部
＜最優秀番員＞
　◦指揮者…小川　幸二 （吉井第２分団第３部）
　◦１番 員…枝光　一哉 （吉井第２分団第３部）
　◦２番 員…荒島　英次 （吉井第２分団第３部）
　◦３番 員…荒島　孝治 （吉井第２分団第３部） 
【自動車ポンプの部】
◦優　勝…機動部Ａチーム
◦準優勝…熊山方面隊第３分団
◦第３位…赤坂方面隊第１・第２分団
＜最優秀番員＞
　◦指揮者…原　　征吾 （機動部B）
　◦１番 員…細川　伸也 （機動部A）
　◦２番 員…竹原　俊一 （機動部A）
　◦３番 員…菅　　昌広 （機動部A）
　◦４番 員…逢坂　史彦 （赤坂方面隊）

　小型動力ポンプの部で優勝した吉井方面隊第２分
団第３部は５月18日に岡山県消防学校で開催され
る、第61回岡山県消防操法訓練大会に出場します。

火点目指してホース延長！！
第9回赤磐市消防操法訓練大会

　１月15日に100歳を迎えた川崎靜江さんをお祝いす
るため、３月４日に内田副市長が靜江さんの入所して
いる施設を訪問し、お慶び状や花束を贈呈しました。
　靜江さんは家事育児の傍ら、天体望遠鏡のレンズ
などを作る仕事を手伝っていました。穏やかで物静か
な人柄の靜江さんは、不平不満などは言わず、夫の身
の回りの世話や料理などをこまめに行っていたそうで
す。また花の栽培が好きで、自宅の庭に花を植えて
育てていました。
　長寿の秘けつは「なるようになる、と物事をあまり
気にしないこと」だそうです。

100歳おめでとうございます
川崎靜江さん（山陽１）

　３月15日、仁美地区のまちづくり夢百笑運営協議
会が運営している「まちづくり夢百笑」に、岡山県と
市の補助により配達車が導入され、出発式が行われ
ました。
　「まちづくり夢百笑」は、昨年５月末に“地域で支
え合う地域のお店”としてオープンし、食料品や日
用品の販売と、弁当の配達などを行ってきました。
店内には、コミュニティサロンがあり、交流の場にも
なっています。
　「夢百笑カー」と名付けられた配達車は、軽トラッ
クに広報スピーカーを搭載したもので、今後は、配
達に併せて、高齢者の見守り・安否確認なども行い
ます。

「まちづくり夢百笑」に配達車を導入
夢百笑カー出発式
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読
者
の

広
場
　

問秘書企画課 ☎955-4770

このコーナーでは、
みなさんからの投稿を
お待ちしています。
７月号は５月２２日㈭が
記事の締め切りです。

　

友
達
と
楽
し
く
体
を
動
か
し
た
い
子
、

ホ
ッ
ケ
ー
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
し
た

い
子
、み
ん
な
で
一
緒
に
ホ
ッ
ケ
ー
を
始
め

ま
せ
ん
か
。

　

赤
磐
市
ホ
ッ
ケ
ー
協
会
で
は
、ホ
ッ
ケ
ー

を
通
じ
て
仲
間
と
の
絆
を
深
め
な
が
ら
、

運
動
す
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
体
感
で
き
る

よ
う
に
活
動
し
て
い
ま
す
。ま
た
、ホ
ッ
ケ

ー
の
技
術
だ
け
で
な
く
、礼
儀
正
し
く
思

い
や
り
が
あ
り
、努
力
を
続
け
ら
れ
る
チ

ー
ム
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
人
は
、随
時
、見
学
・
体
験

ホ
ッ
ケ
ー
始
め
ま
せ
ん
か
？で

き
ま
す
。
活
動
場
所
へ
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
／
市
内
小
学
生

◆
活
動
場
所
・
時
間
・
問
い
合
わ
せ
先

◎
熊
山

・
熊
山
運
動
公
園
多
目
的
広
場

・
毎
週
水
曜
日　

午
後
６
時
30
分
～
８
時

・
奥
田　

☎
０
８
０（
１
９
３
５
）５
１
９
８

◎
山
陽

・
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
多
目
的
広
場

・
毎
週
木
曜
日　

午
後
６
時
～
８
時

・
佐
倉　

☎
０
９
０（
２
２
９
７
）９
７
６
２

募集

◆
日
時
／
５
月
24
日
㈯

・
午
後
１
時
30
分
～
…
総
会

・
午
後
２
時
～
３
時
30
分
…
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

◆
場
所
／
熊
山
公
民
館
２
階 

大
集
会
室

◆
内
容
／
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、熊
山
遺

跡
群
調
査
・
研
究
会
会
員
に
よ
る
石
積

遺
跡
の
考
察
発
表
を
行
い
ま
す
。

・
司
会
…
出
宮
徳
尚
会
長

・
パ
ネ
リ
ス
ト
…
岡
野
進
副
会
長
、佐
藤

光
範
理
事
、横
山
修
尚
理
事

熊
山
遺
跡
群
調
査・研
究
会

総
会
お
よ
び
熊
山
石
積
遺
跡
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

◆
問
い
合
わ
せ
先

・
熊
山
遺
跡
群
調
査
・
研
究
会
事
務
局

　

清
水　

☎（
９
５
４
）２
３
４
９

催し

　

こ
ん
に
ち
は
。
山
陽
女
声
コ
ー
ラ
ス
で

す
。
私
た
ち
は
、現
在
17
人
で
歌
っ
て
い
ま

す
。も
っ
と
た
く
さ
ん
の
仲
間
と
楽
し
く
歌

を
歌
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
初

心
者
で
も
、楽
譜
が
読
め
な
く
て
も
大
丈

夫
。コ
ー
ラ
ス
は
ち
ょ
っ
と
…
と
敬
遠
せ
ず
、

私
た
ち
と
一
緒
に
歌
い
ま
し
ょ
う
。
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

◆
日
時
／
毎
週
火
曜
日

　

午
後
７
時
30
分
～
９
時
30
分

◆
場
所
／
高
月
公
民
館

◆
問
い
合
わ
せ
先

・
幡
山　

☎（
９
５
５
）１
０
０
７

山
陽
女
声
コ
ー
ラ
ス

会
員
募
集

募集

　

３
月
９
日
、中
央
図
書
館
多
目
的
ホ
ー

ル
で
赤
磐
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま

し
た
。テ
ー
マ
は「
脱
子
ど
も
の
貧
困
」。

　

昨
年
６
月
に「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の

推
進
に
関
す
る
法
律
」が
可
決
さ
れ
た
も

の
の
、世
間
で
は
関
心
が
薄
い
人
が
多
い

の
が
現
実
で
す
。
そ

こ
で
、子
ど
も
た
ち

の
現
状
の
共
通
理
解

を
図
り
、地
域
で
何

が
で
き
る
か
を
考
え

合
う
た
め
に
、こ
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

し
ま
し
た
。

赤
磐
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催 

／ 

赤
磐
子
ど
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー

　

１
部
で
は
、九
州
大
大
学
院
の
松
﨑
佳

子
教
授
に
よ
る
基
調
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
講
演
で
は
児
童
虐
待
の
実
態
や
、松

﨑
教
授
が
携
わ
っ
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

概
要
な
ど
の
話
が
あ
り
、子
ど
も
た
ち
が

直
面
し
て
い
る
貧
困
と
い
う
現
実
な
ど
を

知
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
部
の
円
卓
会
議
で
は
、約
90
人
が
参

加
。「
子
ど
も
の
貧
困
を
な
く
す
た
め
に
、

市
民
や
行
政
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
が
一
丸
と
な
っ

て
何
を
な
す
べ
き
か
」を
話
し
合
う
な
ど
、

中
身
の
濃
い
充
実
し
た
催
し
と
な
り
ま
し

た
。

投稿
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Reader'sSquare
読者の広場

●お子さんの写真を大募集！
　「げんきッズ！あかいわ」では、広報発行月に誕生日を迎える3歳までのお
子さん（6月・7月生まれ）の写真をお待ちしています。掲載を希望する人は
①写真（返却はありません） ②氏名（ふりがな） ③性別 ④生年月日 ⑤住
所 ⑥電話番号 ⑦FAX番号 ⑧メールアドレス ⑨保護者氏名 ⑩簡単なコ
メント（30字程度） を添えてください。締め切りは5月22日㈭までです。

［あて先］ 〒709-0898 赤磐市下市344 赤磐市役所秘書企画課
 E-mail／akaiwa_info@city.akaiwa.lg.jp

げんきッズ！あかいわ

大
おおもり

森 由
ゆ り か

梨花 ちゃん

（桜が丘西10）
平成23年5月9日生まれ

田
た な か

中　煌
きあら

 くん

（山陽6）
平成25年5月11日生まれ

辻
つじ

　ひなの ちゃん

（桜が丘西9）
平成24年4月20日生まれ

吉
よしむら

村 空
そ ら な

菜 ちゃん

（桜が丘東2）
平成25年4月8日生まれ

元気いっぱい、
明るいお姉ちゃんに
なってね♪

お母さんの
香奈さんから

いつもニコニコの煌くん。
いっぱい食べていっぱい遊んで

元気に大きくなぁれ☆

お父さんの
和彦さんから

　

新
し
い
季
節
で
す
。〝
健
康
づ
く
り
・
友

人
づ
く
り
・
思
い
出
づ
く
り
〟に
、野
山
を
一

緒
に
歩
き
ま
せ
ん
か
。

◎
定
例
打
ち
合
わ
せ

◆
日
時
／
毎
月
第
１
土
曜
日

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

赤
磐
ハ
イ
キ
ン
グ
の
会 

会
員
募
集

◆
場
所
／
中
央
公
民
館 

講
座
室

　

※
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

◆
会
費
／
入
会
金
・
年
会
費（
各
千
円
）と
保
険
代

　

※
各
行
事
ご
と
の
参
加
費
は
実
費
と
な
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

・
土
居　

☎
０
９
０（
１
０
１
４
）１
６
３
７

募集

熊
山
わ
か
ば
会

投稿
ま
た
ひ
と
つ
齢
重
ね
る
記
念
日
に
相
も
た
れ
た
し
遺
影
の
夫
よ

冬
庭
に
ゼ
ラ
ニ
ュ
ー
ム
は
い
き
生
き
と
温
き
海
風
夫
の
故
郷

「
あ
ん
た
だ
れ
」入
院
惚
け
も
快
く
な
り
て「
ま
た
来
て
ん
よ
」
と
涙
ぐ
む
姑

老
会
は
落
語
家
を
招
き
て
年
の
瀬
の
先
ず
は
一
席
爆
笑
が
包
む

我
家
よ
り
回
覧
を
回
わ
す
上
り
道
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
に
と
プ
ラ
ス
の
気
分

円
通
寺
の
苔
む
す
境
内
の
水
琴
窟
澄
み
し
音
色
は
耳
朶
に
残
り
て

晩
秋
の
虹
の
懸
か
れ
る
麓
ゆ
く
貸
切
り
バ
ス
の
吟
行
の
帰
路

久
し
振
り〈
つ
く
ば
〉よ
り
息
が
訪
ね
来
て
親
の
暮
し
を
気
に
掛
け
く
る
る

望
み
持
ち
生
き
て
ゆ
き
た
や
喜
寿
の
春
短
歌
に
励
ま
む〈
わ
か
ば
〉の
友
と

和
気
ド
ー
ム
の
収
穫
祭
の
賑
わ
い
に
杵
餅
を
待
つ
人
ら
集
い
て

初
春
の
厳
寒
な
る
も
紅
梅
の
小
さ
き
蕾
は
春
を
呼
ぶ
ご
と

落
雷
の
師
走
の
真
夜
の
停
電
に
思
い
識
ら
さ
る
防
災
の
不
備

七
十
路
を
老
化
防
止
の
卓
球
に
ひ
と
時
忘
れ
て
養
う
鋭
気

オ
ー
ド
リ
の
昼
下
り
の
情
事
う
つ
つ
観
て
と
き
め
き
い
つ
つ
甦
す
青
春

熊
山
の
細
き
参
道
を
手
ぎ
わ
良
く
娘
は
運
転
す
吾
は
ひ
や
ひ
や

新
米
の
炊
き
立
て
の
艶
と
湯
気
の
香
に
〈
朝
日
米
〉
の
至
福
を
味
わ
う

老
醜
を
晒
さ
ず
生
き
む
と
決
め
し
よ
り
わ
が
裡
に
消
ゆ
る
初
春
恋
の
短
歌

漬
物
の
並
べ
る
樽
を
眺
め
つ
つ
配
る
日
を
思
う
粉
雪
の
舞
う
朝

万
代　
　

宣
子

竹
井　
　

愛
子

岡
野　

美
登
里

小
野　
　

充
恵

山
田　
　

貞
子

須
藤　
　

貞
子

芳
形　
　
　

操

森
田　
　

経
子

濱
田　
　

政
恵

宇
高　
　

圭
子

小
野　
　

境
子

小
野　
　

房
子

川
崎　
　

朋
子

石
田　
　

乙
江

暮
地
岩
い
さ
代

南　
　
　

順
子

小
倉　
　

庸
代

山
田　
　

京
子

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

◆
問
い
合
わ
せ
先
／
熊
山
わ
か
ば
会 

代
表　

森
田　

☎（
９
９
５
）１
０
４
２

お姉ちゃん大好き♡
たくさんの笑顔を
ありがとう♡

お母さんの
千晴さんから

「ママ」や「まんま」も
いいけれど、「パパ」も
そろそろ覚えてね♡

お父さんの
洋輔さんから
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〒
709-0898 岡

山
県

赤
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市
下

市
344　
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ー
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E
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編
集

・
発

行
／

赤
磐

市
役

所
・

秘
書

企
画

課

▼
４
月
１
日
の
辞
令
に
よ
り
今
年
度
か

ら
広
報
担
当
に
な
り
ま
し
た
藤
原
で
す
。

寒
が
り
の
自
分
に
と
っ
て
は
、
暖
か
な

春
の
日
ざ
し
が
な
に
よ
り
う
れ
し
い
季

節
と
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
不
慣
れ

で
す
が
、
今
ま
で
の
担
当
者
が
続
け
て

き
た
皆
さ
ん
に
ご
愛
読
い
た
だ
け
る「
広

報
あ
か
い
わ
」
に
で
き
る
よ
う
頑
張
り

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
藤
原
由
起
夫
）

▼
か
わ
い
ら
し
い
花
々
が
咲
き
誇
る
春
。

平
成
26
年
度
が
始
ま
り
、
広
報
担
当
２

年
目
に
突
入
で
す
。
先
日
、
桜
や
桃
の

花
の
写
真
を
撮
り
に
行
く
と
、
お
花
見

を
楽
し
ん
で
い
る
皆
さ
ん
や
、
桃
の
花

の
作
業
を
し
て
い
る
皆
さ
ん
に
お
会
い

し
ま
し
た
。
今
後
も
ま
た
市
内
へ
出
向

き
、
赤
磐
の
情
報
を
お
伝
え
で
き
る
よ

う
に
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

（
栗
政
千
尋
）

〈 今 月 の 表 紙 〉

市内のあちらこちらで、きれいなピ
ンク色の桃の花を見かけることがで
きました。甘くておいしい桃が今か
ら楽しみです。

編
集
者
の
つ
ぶ
や
き

熊山英国庭園スプリングフェスタ

●問い合わせ先／熊山英国庭園 ☎995-9300 ・ 熊山支所産業建設課 ☎995-1217

5月3日㈯～6日㈫日  時

午前10時～午後4時
熊山英国庭園（殿谷１７０-１）場  所

内  容 写真や日本画などの展示、フリーマーケット、
花の販売、イベント（管弦楽四重奏） など

熊山英国庭園▶ 入園 ： 無料 ／ 駐車場 ： 80台 ／ 開園時間 ： 午前9時～午後6時 ／ 休園日 ： 毎週水曜日

広
報

あ
か

い
わ
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号
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